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　新しい市民憲章が制定されました
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新年度がスタート！
春の訪れを告げる桜の開花とともに、平成 25年度が
スタートします。駒つなぎ桜のように大きく華やかな
花を咲かせる一年にしたいですね。（平成24年4月撮影）



■
投
票
で
き
る
人

①
平
成
５
年
４
月
８
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

②
平
成
24
年
12
月
30
日
以
前
に
氷
見
市
へ
転

入
届
を
提
出
し
、
引
き
続
き
住
ん
で
い
る
人

■
投
票
場
所

　

投
票
場
所
は
市
内
29
か
所
で
す
。
投
票
所

入
場
整
理
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
入
場
整
理
券
は
３
月
21
日
現

在
の
住
所
に
基
づ
い
て
作
成
し
、
３
月
31
日
の

告
示
日
以
後
に
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

※
朝
日
丘
投
票
区
の
投
票
は
氷
見
市
民
会
館

ロ
ビ
ー
で
行
い
ま
す
。

※
３
月
22
日
以
降
に
市
内
で
転
居
し
た
人
は
、
旧
住

所
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
の
理
由
で
投
票
日
当
日

に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　

４
月
１
日
㈪
～
６
日
㈯

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

場
所　

市
役
所
２
階　

市
民
ロ
ビ
ー

■
選
挙
公
報

　

立
候
補
し
た
全
て
の
候
補
者
や
政
見
な
ど

を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
、
投
票
日
の
２
日

前
ま
で
に
新
聞
の
朝
刊
に
折
り
込
ん
で
配
布

し
ま
す
。
次
の
場
所
に
も
配
置
し
ま
す
が
、

取
り
に
行
け
な
い
場
合
は
郵
送
も
可
能
で
す

の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

選
挙
公
報
が
置
い
て
あ
る
場
所

　

市
役
所
、教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、市
民
会
館
、

い
き
い
き
元
気
館
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
、
金
沢
医
科
大
学
氷
見
市
民
病
院

●
い
き
い
き
元
気
館
の
利
用
に
つ
い
て

　

選
挙
の
た
め
、
４
月
６
日
㈯
午
後
４
時
以

降
と
４
月
７
日
㈰
は
、
い
き
い
き
元
気
館「
多

目
的
広
場
」と「
わ
ん
ぱ
く
広
場（
ネ
ッ
ト
遊

具
場
）」は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
総
務
課
内
）

　

☎ 

74
―
８
0
2
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未
来
を
作
る
　
あ
な
た
の
一
票

投 票日時

４月７日㈰
午前７時～午後８時

　

選
挙
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
最
も
身
近
で

重
要
な
権
利
で
す
。
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
貴
重
な
一
票
を
有
効
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

氷見市長選挙
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市
で
は
、
市
制
施
行
60
周
年
を
機
に
市
民

憲
章
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
新
し
い
市

民
憲
章
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
民
憲
章
の
精
神

を
尊
重
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
制
定
し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
社
会
情
勢
や
多
様
化
す
る
価

値
観
に
も
対
応
す
る
た
め
、「
市
民
が
協
働

す
る
ま
ち
づ
く
り
」や「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
」な
ど
新
し
い
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

制
定
ま
で
の
経
緯

　

学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た「
氷
見

市
民
憲
章
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど

を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
を
重
ね
、
新
し
い

市
民
憲
章
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

新
し
い
市
民
憲
章
の
普
及
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
新
し
い
市
民
憲
章
を
積
極
的
に

P
R
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
や
学
校
、

公
民
館
な
ど
に
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
な
ど
、

市
民
憲
章
に
親
し
め
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

　

市
民
憲
章
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
家
庭
や
事
務
所
で
の
掲
載
や
地
域
の

会
合
で
の
配
布
な
ど
、
市
民
憲
章
の
普
及
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

氷見市民憲章
～ みんなでつくる　わたしたちのまち ～

　はるかに立山連峰を望む氷見市は、海から里山まで広がる豊かな自然に恵まれ
ています。また、先人の知恵に学びながら、様々な歴史や文化を育んできました。
　この美しいふるさとに愛着と誇りをもち、さらに市民が主役となってまちづく
りを進めることを目指し、ここに市民憲章を定めます。

第１章　自然と調和したまち
　海と大地の恵みに感謝し　豊かで美しい自然を守ります

第２章　笑顔あふれるまち
　温かい家庭や地域の中で　健やかな心と体を育みます

第３章　安全安心なまち
　信頼のきずなで支え合い　心豊かに暮らせるまちを築きます

第４章　市民が協働するまち
　市民一人一人が自分のよさを生かし　まちづくりに参加します

第５章　活力ある交流のまち
　人も心も通い合う　にぎわいと活気に満ちたまちをつくります

新
し
い
氷
見
市
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

平
成
25
年
4
月
1
日　

告
示

●
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

☎
74
︱
８
0
3
3
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氷見市予算
408億3,606万円

事事事事事業会業会業会業会業会計計計計
6666666億億44,88866688万万万万万円円円円

特特特特別別別別会会会会計計計計
11222888億億66,777333388万万円円

一一一般会般会般会般会般会計計計計
222211113333億億22,00000000000000万万万万円円

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト

　

市
税
収
入
は
、
景
気
低
迷
か
ら
法

人
市
民
税
は
減
額
と
な
る
も
の
の
、

固
定
資
産
税
の
伸
び
に
よ
り
前
年
度

比
１
．９
％
増
の
見
込
み
で
す
。
ま
た
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
含
む
実
質
的
な

普
通
交
付
税
は
、
人
口
減
少
な
ど
か

ら
前
年
度
比
で
４
．
７
％
減
の
見
込

み
で
す
。

自主財源
　
36.5％
依存財

源
　
63
.5
％

市税
52億9,100万円
（27.6%）

市税
52億9,100万円
（27.6%）

諸収入
9億4,719万円
（5.0%）

繰入金
1億6,157万円
（0.8%）

分担金及び負担金
2億9,097万円
（1.5%）

使用料及び手数料など
3億591万円
（1.6%）

地方交付税
68億1,700万円
（35.6%）

国庫支出金
16億2,978万円
（8.5%）

市債
14億251万円
（7.3%）

県支出金
15億4,007万円
（8.1%）

地方譲与税など
7億5,700万円
（4.0%）

歳入

【市税の内訳】
●固定資産税	 23億 9,445万円
●市民税	 23億 9,087 万円
●市たばこ税	 3億 5,573万円
●軽自動車税など	 1億 4,995万円

会計名 予算額　※（　）内は昨年度の予算額 対前年比（％）

一般会計 191 億 4,300 万円（202 億 5,500 万円） △ 5.5％
事業会計
　●水道事業
　●病院事業

	 39 億 8,161 万円（   37 億 9,502 万円）
	 17 億 1,469 万円
	 22 億 6,692 万円

4.9％
△ 6.5％
15.6％

特別会計
　●国民健康保険
　●育英資金
　●下水道
　●介護保険
　●後期高齢者医療事業

135 億 1,514 万円（129 億 3,650 万円）

	 53 億 4,917 万円
	 	 　　1,241万円
	 16 億 1,886 万円
	 58 億 8,567 万円
	 	 6 億 4,903万円

4.5％
2.4％
7.8％
3.4％
6.4％
7.3％

合計 366 億 3,975 万円（369 億 8,652 万円） △ 0.9％

■会計別予算額

※	事業会計、特別会計とは、特定の人たちがお互いに助け合うことを目的とした事業や、
限られた人たちが利益を受ける事業の収支を一般会計とは区分して経理する会計のこ
とです。

平
成
25
年
度

氷
見
市
の
予
算

 

骨
格
の
予
算
編
成   

一
般
会
計
は
１
９
１
億

平
成
25
年
度
当
初
予
算
は
、「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
Ⅱ
」
を
基
本
と
し
て
事

業
の
「
選
択
と
集
中
」
を
図
る
と
と

も
に
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活

を
確
保
し
、
市
民
生
活
に
影
響
が
生

じ
な
い
よ
う
必
要
額
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
前
年

度
比
５
．５
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
新
規
に
取
り
組
む
事
業
や

政
策
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
補
正
予
算
で
計
上
し
ま
す
。

一般会計  歳入　191 億 4,300 万円

366 億 3,975 万円

191億 4,300万円

39億8,161万円

135億1,514万円

平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

今
月
に
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
た
め
、
当
初
予

算
で
は
﹁
骨
格
﹂
的
な
経
費
を
中
心
に
計
上
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。
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歳
出
の
ポ
イ
ン
ト

　

市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
必

要
と
な
る
事
業
を
優
先
し
て
計
上
し

た
ほ
か
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

費
な
ど
の
「
義
務
的
経
費
」、
高
岡
地

区
広
域
圏
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
費

負
担
金
や
市
道
整
備
な
ど
の
継
続
事

業
、「
継
続
費
」
お
よ
び
「
債
務
負
担

行
為
」
を
設
定
し
て
い
る
経
費
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

用
語
解
説

【
歳
入
】

市
税　

市
が
課
税
す
る
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

市
た
ば
こ
税
、
入
湯
税
な
ど

地
方
交
付
税　

地
方
公
共
団
体
が
等
し
く
事
務
事
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
国
税
の
う
ち
一
定
割
合
の
額
を
一
定
基
準
に
よ
っ
て

国
が
交
付
す
る
も
の

国
庫
支
出
金　
国
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
な
ど

県
支
出
金　
県
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
な
ど

市
債　

市
が
資
金
調
達
の
た
め
に
負
担
す
る
債
務
で
、
将
来
に
わ

た
っ
て
返
済
す
る
市
の
借
金

地
方
譲
与
税　

国
が
国
税
と
し
て
徴
収
し
、
一
定
の
基
準
に
よ
っ

て
地
方
公
共
団
体
に
譲
与
す
る
税

【
歳
出
】

民
生
費　
社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、
生
活
保
護
な
ど
に
必
要
な
経
費

衛
生
費　
保
健
衛
生
、
清
掃
な
ど
に
必
要
な
経
費

公
債
費　

市
債
の
返
済
な
ど
に
必
要
な
経
費

総
務
費　

総
務
管
理
、
徴
税
、
住
民
基
本
台
帳
、
選
挙
な
ど
に
必

要
な
経
費	

土
木
費　
道
路
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
都
市
計
画
な
ど
に
必
要
な
経
費

教
育
費　
小
中
学
校
、
社
会
教
育
、
保
健
体
育
な
ど
に
必
要
な
経
費

商
工
費　

商
工
業
、
観
光
な
ど
に
必
要
な
経
費

農
林
水
産
業
費　

農
業
、
林
業
、
水
産
業
な
ど
に
必
要
な
経
費

消
防
費　

消
火
、救
急
救
命
活
動
な
ど
に
必
要
な
経
費

人
件
費　

職
員
の
給
与
や
各
種
委
員
の
報
酬
な
ど
の
経
費

扶
助
費　

生
活
、
医
療
、
教
育
な
ど
の
支
援
に
か
か
る
経
費
（
医

療
費
助
成
な
ど
）

普
通
建
設
事
業
費　

社
会
資
本
の
整
備
に
か
か
る
経
費
（
道
路
整

備
や
学
校
建
設
な
ど
）

補
助
費
な
ど　
一
部
事
務
組
合
や
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
の

経
費

繰
出
金　

特
別
会
計
の
運
営
の
た
め
の
経
費

物
件
費　
委
託
料
、
光
熱
水
費
、
消
耗
品
費
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
費

■市民一人あたりの予算■　年額  36 万 8,418 円
　民生費　9万 2,913 円　　　衛生費　6万 1,661 円
　公債費　5万 5,142 円　　　総務費　3万 9,376 円
　土木費　3万 8,383 円　　　教育費　2万 4,187 円
　商工費　2万　694 円　　　農林水産業費　1万 7,398 円
　消防費など　1万 8,664 円
■市民一人当たりの納める税額（法人分を含む）■　年額  10 万 1,829 円
　固定資産税　4万 6,083 円　　　市民税　4万 6,014 円
　市たばこ税　　　6,846 円　　　軽自動車税など　2,886 円
※ 3月 1日現在の人口　51,960 人

人件費
36億1,881万円
（18.9%）

扶助費
30億9,361万円
（16.2%）

公債費
28億6,520万円
（14.9%）普通建設事業費など

18億3,348万円
（9.6%）

補助費など
23億7,367万円
（12.4%）

繰出金
20億9,304万円
（10.9%）

物件費など
32億6,519万円
（17.1%）

 義
務
的
経
費

  　　 
投資的
経　費　

  そ
の
他
経
費

歳出
（性質別）

民生費
48億2,777万円
（25.2%）

衛生費
32億388万円
（16.7%）

公債費
28億6,520万円
（15.0%）

総務費
20億4,599万円
（10.7%）

土木費
19億9,436万円
（10.4%）

教育費
12億5,675万円
（6.6%）

商工費
10億7,526万円
（5.6%）

農林水産業費
9億400万円
（4.7%）

消防費など
9億6,979万円
（5.1%）

歳出
（目的別）

一般会計  歳出　191 億 4,300 万円
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① 

安
全
で
安
心
に
つ
つ
ま
れ
た
生
活
の

確
保

☆
高
規
格
救
急
車
の
整
備

�
	

３
，
１
５
１
万
円

　

老
朽
化
し
た
高
規
格
救
急
車
１
台
を
更
新

し
ま
す
。

■
防
災
対
策
事
業 

１
，
４
３
０
万
円

　

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
運
用
、
自
主

防
災
訓
練
の
実
施
や
防
災
物
資
の
備
蓄
な
ど

を
行
い
ま
す
。

②
健
や
か
で
心
安
ら
か
な
暮
ら
し
の
充
実

■
高
齢
者
等
見
守
り
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業	
１
０
８
万
円

　

認
知
症
高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
地

域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
ま
す
。

■
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス	

８
７
１
万
円

　

一
人
暮
ら
し
の
人
や
高
齢
者
世
帯
に
、
買

物
支
援
や
外
出
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

☆
介
護
施
設
整
備
の
支
援

�

１
億
４
，
７
２
０
万
円

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
な
ど
の

整
備
に
助
成
し
ま
す
。

☆
市
民
病
院
研
修
棟
の
整
備

�

３
億
５
２
８
万
円

　

研
修
医
な
ど
の
臨
床
教
育
施
設
を
整
備
し

ま
す
。

③
利
便
性
の
高
い
生
活
基
盤
の
整
備

☆
市
庁
舎
跡
地
利
用
の
検
討�

19
万
円

　
「
市
庁
舎
跡
地
利
活
用
協
議
会
」
に
お
い
て

検
討
し
ま
す
。

■
上
田
子
浄
水
場
の
耐
震
化

	

１
，
５
１
１
万
円

　

地
震
発
生
時
の
配
水
機
能
を
確
保
す
る
た

め
耐
震
補
強
し
ま
す
。

☆
氷
見
南
イ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
整
備

�

１
億
４
５
５
万
円

　

交
流
人
口
拡
大
と
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心

の
た
め
市
南
部
地
域
で
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
☆
並
行
在
来
線
対
策�

１
，
１
６
７
万
円

　

並
行
在
来
線
の
運
営
会
社
へ
の
出
資
お
よ
び

経
営
安
定
化
基
金
（
仮
称
）
の
負
担
を
し
ま
す
。

■
☆
城
端
・
氷
見
線
の
活
性
化

�

２
９
３
万
円

　

車
両
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
直
通
化
の
課
題

を
検
討
し
ま
す
。

④
自
然
と
調
和
し
た
生
活
空
間
の
創
造

☆
街
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化 

８
０
０
万
円

　

市
全
域
の
蛍
光
灯
街
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
交

換
す
る
た
め
の
調
査
を
し
ま
す
。

■
☆
美
し
い
環
境
の
保
全	

５
２
３
万
円

　

海
岸
の
漂
着
ご
み
の
回
収
や
不
法
投
棄
の

防
止
・
撤
去
を
行
い
ま
す
。

■
花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り

 
	

７
８
０
万
円

　

地
域
の
緑
化
を
進
め
る
組
織
づ
く
り
や
花

壇
づ
く
り
の
支
援
、
園
芸
教
室
や
花
と
緑
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

☆
環
境
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化

 

１
億
５
，
０
２
６
万
円

　

環
境
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
し
た
機
械

設
備
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

①
親
子
の
笑
顔
が
き
ら
め
く
環
境
の　

　

整
備

■
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト 

２
８
８
万
円

　

妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
子
育
て
相
談
や
子
ど
も

の
生
活
習
慣
病
予
防
、「
じ
ぃ
じ
と
ば
ぁ
ば
の
ハ
ッ

ピ
ー
孫
育
て
講
座
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。

☆
保
育
所
の
耐
震
化	

83
万
円

　

民
間
保
育
園
の
耐
震
診
断
事
業
に
助
成
し

ま
す
。

■
子
ど
も
・
妊
産
婦
の
医
療
費
助
成

	

１
億
３
，
６
０
０
万
円

　

入
院
医
療
費
は
中
学
３
年
ま
で
、
通
院
医

療
費
は
小
学
６
年
ま
で
（
３
人
以
上
の
多
子
世
帯

に
つ
い
て
は
中
学
３
年
ま
で
）
助
成
し
ま
す
。

■
☆
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援

	

７
，
８
２
６
万
円

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
と
や
ま
っ
子
さ
ん

さ
ん
広
場
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

② 

「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
教
育
の

充
実

■
小
・
中
学
校
に
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
を

派
遣 

５
０
７
万
円

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
き
め
細
か
な

指
導
を
行
い
ま
す
。

☆
「
い
じ
め
問
題
」
へ
の
対
応　

	

１
０
０
万
円

　

早
期
発
見
、
迅
速
な
対
応
の
た
め
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

₁ 

暮
ら
し
づ
く
り

～
便
利
で
快
適
な
質
の
高
い
生
活
が

　

で
き
る
ま
ち
～

予算のポイント

₂ 

人
づ
く
り

～
多
様
な
人
材
が
生
き
生
き
と
か
が

　

や
く
ま
ち
～

　今年度の予算のうち主な事
業の概要を第８次総合計画の
4つの柱ごとに紹介します。
※一万円未満は四捨五入、

　☆は新規、■は継続、

　■☆は一部新規事業高規格救急車を更新し、救急救助体制
の充実を図ります

市民病院に研修医などの教育施設とな
る研修棟を整備します

災害時の緊急連絡路などを確保するため
氷見南インター（仮称）を整備します

ひかり第二保育園の耐震診断事業に助成し、
安全安心な保育環境の整備に努めます

放課後児童クラブなどを開催し、放課
後の子どもたちを支援します
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☆
小
・
中
学
校
施
設
非
構
造
部
材
の
耐

震
化�

２
９
９
万
円

　

小
・
中
学
校
体
育
館
の
天
井
材
や
照
明
器

具
な
ど
の
耐
震
調
査
を
行
い
ま
す
。

■
通
学
児
童
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
運
用

�

３
９
５
万
円

　

小
学
校
全
学
年
に
、
電
子
タ
グ
、
携
帯
電

話
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
登
下
校

の
通
知
を
し
ま
す
。

③
学
び
に
よ
る
豊
か
な
人
生
の
創
造

☆
有
形
民
俗
文
化
財
等
の
保
存
整
備
と

活
用�

３
３
３
万
円

　

漁
労
具
な
ど
の
有
形
民
俗
文
化
財
を
整
理

し
、
郷
土
学
習
に
活
用
し
ま
す
。

■
天
然
記
念
物
の
再
生
・
保
護
の
取
り

組
み�

１
，
６
４
８
万
円

　

イ
タ
セ
ン
パ
ラ
の
保
護
池
の
整
備
や
環
境

調
査
、
外
来
種
の
駆
除
、
オ
ニ
バ
ス
の
移
植

実
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

④
地
域
を
支
え
る
市
民
活
動
の
活
性
化

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
支
援�

40
万
円

　

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
を
育

成
・
支
援
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
に

要
す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

①
氷
見
の
食
・
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

■
き
と
き
と
食
文
化
の
発
信

�

　

３
２
４
万
円

　

き
と
き
と
キ
ッ
ズ
お
料
理
道
場
・
伝
承
料

理
教
室
・
魚
さ
ば
き
方
教
室
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。

■
一
村
一
品
運
動
の
支
援�

１
０
０
万
円

　

地
域
の
農
林
水
産
物
の
掘
り
起
こ
し
や
特

産
品
開
発
に
取
り
組
む
地
域
グ
ル
ー
プ
に
助

成
し
ま
す
。

②
地
域
特
性
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興

☆
農
業
経
営
の
支
援�

７
５
０
万
円

　

青
年
就
農
者
の
経
営
や
認
定
農
業
者
の
機

械
整
備
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

■
漁
港
周
辺
の
環
境
整
備

�

　

８
，
４
０
０
万
円

　

北
大
町
・
間
島
地
内
の
緑
地
を
整
備
し
ま
す
。

■
☆
商
店
街
の
活
性
化�

１
３
８
万
円

　

交
流
拠
点
の
整
備
や
ま
ん
が
イ
ベ
ン
ト
、
通

行
量
や
交
通
量
調
査
な
ど
に
助
成
し
ま
す
。

③�

競
争
力
の
高
い
魅
力
あ
る
観
光
都
市

の
形
成

■
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進�

４
６
１
万
円

　

氷
見
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
、
首
都

圏
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
、
着
地
型
観
光
商
品
の
開
発

へ
の
支
援
や
新
ブ
ラ
ン
ド
の
発
見
事
業
、ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
研
修
会
の
開
催
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
ひ
み
ぶ
り
フ
ェ
ア
負
担
金�

１
０
０
万
円

　
「
ひ
み
寒
ぶ
り
」
の
旬
の
時
期
に
参
加
店
で

自
慢
の
ブ
リ
料
理
が
楽
し
め
る
フ
ェ
ア
を
開

催
し
ま
す
。

④
将
来
に
夢
が
持
て
る
雇
用
の
創
出

■
企
業
誘
致
の
推
進�

２
億
２
８
６
万
円

　

高
岡
市
・
小
矢
部
市
・
氷
見
市
３
市
合
同

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
交
歓
会
の
開
催
や
大
都
市
圏

で
の
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
な
ど
の

ほ
か
、
立
地
企
業
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

☆
雇
用
創
出
へ
の
支
援

�

　

４
，
５
０
３
万
円

　

起
業
後
10
年
以
内
の
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

に
失
業
者
の
雇
用
を
委
託
し
、
正
規
雇
用
を

促
進
し
ま
す
。

⑤
多
様
で
活
発
な
交
流
の
促
進

■
☆「
は
じ
め
ま
せ
ん
か
氷
見
の
く
ら

し
」
の
推
進�

23
万
円

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
よ
る
情
報
提
供
や

移
住
相
談
を
行
う
ほ
か
、
移
住
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
（
仮
称
）
で
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

①
誰
も
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

�

１
９
２
万
円

　

地
域
担
当
職
員
を
配
置
し
、「
地
域
づ
く
り

協
議
会
（
仮
称
）」
の
組
織
づ
く
り
や
市
民
協

働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
ス
リ
ム
で
わ
か
り
や
す
い
行
政
の
実
現

■
☆
戸
籍
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

�

１
，
０
１
０
万
円

　

シ
ス
テ
ム
の
運
用
管
理
と
戸
籍
デ
ー
タ
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
い
ま
す
。

③
周
辺
団
体
や
国
・
県
等
と
の
連
携
強
化

■
高
岡
地
区
広
域
圏
事
務
組
合
の
分
担

金�

１
億
３
，
５
６
０
万
円

　

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
や
地
域
振
興
事
業

の
経
費
を
分
担
し
ま
す
。

3 

元
気
づ
く
り

～
み
ん
な
が
集
ま
る
に
ぎ
や
か
で

　

活
力
の
あ
る
ま
ち
～

4
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
の
確
立

～
地
方
分
権
時
代
に
対
応
し
た

　

自
立
し
た
ま
ち
～

きときとキッズお料理道場などを開催し、
食育や地産地消を推進します

藤子Ⓐワールドまつりの開催など、
商店街の活性化を図ります

地域ブランド化の推進や新ブランドの
発掘などを行います

地域担当職員を配置し、市民協働による
地域づくりを推進します

高岡地区広域圏ごみ処理施設を整備します

漁労具などの有形民俗文化財を整理し、
郷土学習に活用します
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・
市
民
プ
ー
ル
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
整
備
事
業
費�

８
，７
０
０
万
円

・
そ
の
他　

�

３
億
１
，４
１
４
万
円

【
そ
の
他
の
事
業
】

�

９
億
２
，８
１
７
万
円

・
高
岡
地
区
広
域
圏
事
務
組
合
分
担
金

�

９
，２
８
４
万
円

・
市
民
憲
章
普
及
事
業
費《
新
規
》

�

２
１
１
万
円

・
各
基
金
積
立
金

�

８
億
１
，９
９
６
万
円

・
市
庁
舎
移
転
整
備
事
業
費

�

５
，５
８
０
万
円

・
長
期
債
償
還
元
金（
繰
上
償
還
）

�

２
億
９
，１
２
３
万
円

・
農
地
集
積
協
力
金
支
給
事
業
費

　
《
新
規
》�

５
１
９
万
円

・
そ
の
他�

△
３
億
３
，８
９
６
万
円

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

収
益
的
収
入�

△
４
，２
７
５
万
円

　

収
益
的
支
出�

△
３
，８
６
４
万
円

　

資
本
的
収
入�

△
２
，５
２
７
万
円

　

資
本
的
支
出�

△
３
，３
０
０
万
円

■
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

収
益
的
収
入�

△
１
，２
７
２
万
円

　

収
益
的
支
出�

△
１
，２
７
３
万
円

　

資
本
的
収
入�

△
13
万
円

　

資
本
的
支
出�

△
12
万
円

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

�

（
第
２
号
）

　

歳
入
・
歳
出�

２
，５
３
４
万
円

■
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

�

（
第
４
号
）

　

歳
入
・
歳
出�

△
２
，４
２
２
万
円

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

�

（
第
3
号
）

　

◎
保
険
事
業
勘
定　

歳
入
・
歳
出

�

△
１
億  　

３
５
１
万
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
・
歳
出�

４
，２
４
９
万
円

条
例
関
係
な
ど

■
氷
見
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
本
部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
氷
見
市
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
氷
見
市
道
路
標
識
の
寸
法
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
氷
見
市
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必

要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
氷
見
市
準
用
河
川
管
理
施
設
等
の
構

造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

■
氷
見
市
水
道
の
布
設
工
事
の
監
督
及

び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
氷
見
市
公
共
下
水
道
の
構
造
の
技
術

上
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

■
氷
見
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　３月市議会定例会は、3月6日に開会し、19日までの
14日間の会期で行われました。会期中、平成24年度の
一般会計の補正予算など提出された議案などについて慎
重に審議され、すべて原案どおり可決、承認されました。
　主な内容は次のとおりです。� （■議案 ●報告）
※平成25年度の予算については、4～7ページで紹介しています。

3 月 市 議 会
定 例 会

予
算
関
係

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
8
号
）

�

23
億
４
，３
７
３
万
円

【
緊
急
経
済
対
策
に
基
づ
く
事
業
】　

�

14
億
１
，５
５
６
万
円

・�

過
疎
集
落
等
自
立
再
生
緊
急
対
策
事

業
費�

１
，８
０
０
万
円

・
漁
業
交
流
施
設
整
備
事
業
費

�

２
億
８
，１
７
８
万
円

・
市
庁
舎
内
装
木
質
化
事
業
費

�

２
，７
０
０
万
円

・
農
道
維
持
管
理
事
業
費

�

３
，０
０
１
万
円

・
道
路
維
持
補
修
事
業
費�

2
0
1
万
円

・
道
路
舗
装
補
修
事
業
費

�

３
，２
０
０
万
円

・
除
雪
対
策
事
業
費�

３
，１
７
３
万
円

・
市
道
鞍
川
霊
峰
線
バ
イ
パ
ス
整
備
事

業
費�
4
，５
１
０
万
円

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
道
路
改

良
事
業
費�

１
億　

   
１
８
０
万
円

・
朝
日
山
公
園
整
備
事
業
費

�

３
，９
４
１
万
円

・
公
園
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業
費

�

7
0
1
万
円

・
朝
日
丘
小
学
校
改
築
事
業
費

�

１
億
４
，４
５
０
万
円

・
中
学
校
武
道
場
整
備
事
業
費

�

２
億
１
，７
８
７
万
円

・
体
育
施
設
耐
震
化
推
進
事
業
費

�

３
，６
２
０
万
円

8



地域の木材利用を促進するため、市民プー
ルに木質バイオマスボイラーを導入します

北部中学校と西條中学校に武道場を新設し
ます

朝日丘小学校のグラウンドなど屋外環境施
設を整備します（イメージ図）

旧海鮮館を漁業をテーマとする交流施設とし
て整備します朝日山公園の桜の再生工事を行います

ふれあいスポーツセンターへのアクセス道路と
して市道鞍川霊峰線バイパスを整備します

緊急経済対策に基づいて行う主な事業

■
氷
見
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す

る
条
例
及
び
氷
見
市
障
害
程
度
区
分

判
定
審
査
会
の
委
員
の
定
数
等
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

氷
見
市
証
人
等
に
対
す
る
実
費
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
■�

氷
見
市
情
報
公
開
条
例
及
び
氷
見
市

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

■
氷
見
市
介
護
保
険
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

■
氷
見
市
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
氷
見
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

■
氷
見
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

■
氷
見
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

■
氷
見
市
立
小
学
校
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

■
氷
見
市
土
地
開
発
基
金
条
例
の
廃
止

に
つ
い
て

■
高
岡
市
･
氷
見
市
･
砺
波
地
域
消
防

組
合
消
防
指
令
事
務
協
議
会
の
設
置

に
係
る
規
約
の
制
定
に
つ
い
て

■
高
岡
地
区
広
域
圏
事
務
組
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

■
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

●
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
に
よ
る
専

決
処
分
に
つ
い
て

●
地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
に
よ
る
専

決
処
分
に
つ
い
て

人
事
関
係

■
氷
見
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

棚
瀬
佳
明
氏　

再
任

議
員
提
出
議
案

■
氷
見
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

■
氷
見
市
議
会
に
お
け
る
会
派
に
対
す

る
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
氷
見
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

■
地
方
公
務
員
給
与
に
係
る
地
方
交
付

税
削
減
に
関
す
る
意
見
書

■
生
活
保
護
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る

意
見
書

■
地
域
医
療
体
制
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

Monthly Pickup Information&News　

お
詫
び

　

３
月
11
日
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

議
会
中
継
に
音
声
の
不
具
合
が
あ
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
３
月
議
会
の
再
放
送
は

４
月
13
日
㈯
、
14
日
㈰
午
後
６
時
か

ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

9　広報ひみ 2013.4



地
域
づ
く
り
を
応
援
！　

ク
リ
エ
イ
ト
マ
イ
タ
ウ
ン
事
業
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

地
域
協
働
課　

☎
74

－

8
0
1
3

事業名 事業例 補助率 補助金の上限

コミュニティセンターの新築事業 コミュニティセンターの新築（面積などにより上限額
が異なります）

1/5 300 万円

コミュニティセンターの改造事業 コミュニティセンターの大規模改修・模様替え 1/5 150 万円

市民が主役の地域づくり推進事業
地域資源を活用した地域の活性化につながる施設
整備や活動 1/2

ソフト事業
50万円
ハード事業
100万円

夢・キトキトまちづくり推進事業
若者のまちづくりへの参画・参加を促進する施設
整備やイベント 1/2

ソフト事業
50万円
ハード事業
100万円

出会い・交流応援事業
未婚の男女を対象とした、自然な出会いや結婚の
きっかけづくりを目的としたイベント 定額 20万円

３００万人交流促進事業 国内他都市と連携した、交流を目的とするイベント 1/2 30 万円

伝統芸能の保存及び継承事業
郷土芸能団体の創設・復興、祭礼用具の新調・修
理（太鼓、御輿、山車、法被など） 1/3 100 万円

コミュニティ・ビジネス支援事業

コミュニティ・ビジネスの起業の気運を醸成する
ための人材育成などにかかる経費 1/2 10 万円

コミュニティ・ビジネスの創業に必要な初期経費 1/2 50 万円

コミュニティ生活用水確保対策事業 安定した生活用水の確保を図るための施設整備 2/3 1戸あたり
30万円

コミュニティ防災資機材購入事業
自主防災会の初期消火、救護、救助用などの防災
資機材の購入 1/3 50 万円

クリエイトマイタウン事業の補助金（市民が主役の地域づ
くり推進事業）を活用して氷見呼が制作した「ぶりのぼり」
（“食都”氷見キトキトまつりにて）

　

豊
か
で
住
み
よ
い
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
お
こ
し
や
文
化
、
環

境
保
全
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
、
住
民
自
身
が

自
主
的
・
主
体
的
に
実
施
す
る
事
業
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

●
申
請
期
限　

5
月
7
日
㈫

※�

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
中
に
交
付

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

補
助
金
の
交
付
基
準
や
申
請
の
様
式
に
つ
い
て
細

か
い
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
す
る
前
に
必
ず

地
域
協
働
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
み
花
と
み
ど
り
の
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

寄
せ
植
え
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

�

花
・
み
ど
り
推
進
班　

☎
91

－

７
１
１
７

●
対
象	

市
内
在
住
の
個
人
ま
た
は
団
体

●
日
時	

５
月
12
日
㈰

		


午
前
９
時
～
午
後
３
時

●�

場
所	

ひ
み
花
と
み
ど
り
の
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３
会
場（
海
浜
植
物
園
）

●
募
集
数　

15
作
品（
先
着
順
）

●
作
品
規
定　

プ
ラ
ン
タ
ー
・
鉢
な
ど
に
根

付
き
の
植
物
を
寄
せ
植
え
し
た
作
品
で
、

未
発
表
の
も
の
。
作
品
の
大
き
さ
は
、
幅

50
㎝
×
奥
行
き
50
㎝
×
高
さ
50
㎝
以
内
。

１
人（
１
団
体
）１
作
品
ま
で
。

●
募
集
期
間　

４
月
10
日
㈬
～
22
日
㈪

●
申
込
方
法　

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
【
あ
て
先
】 

〒
9
3
5

－

0
0
3
1

　

氷
見
市
柳
田
3
5
8
3　

氷
見
市
海
浜

植
物
園
内「
ひ
み
花
と
み
ど
り
の
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
３
寄
せ
植
え
コ
ン
テ
ス
ト
係
」

　
【
フ
ァ
ッ
ク
ス
】 

91

－

4
5
6
7
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Monthly Pickup Information&News　

●部門　一般部門、ジュニア部門（中学生以下）

●応募規定
❶Ａ４判のまんが原稿用紙または画用紙を使った１

枚の作品であること（テーマ、縦横、コマの使い方は自由）

❷１人２点まで
❸未発表の生原稿であること
　（デジタル作品はプリントアウトしてご応募ください）

❹作品の裏面に次の事項をご記入ください。①タイ
トル ②名前・フリガナ（ペンネームの場合は本名も） ③
郵便番号 ④住所 ⑤電話番号 ⑥生年月日 ⑦職業
または学校名 ⑧この募集を知ったきっかけ
●表彰	 大賞（１点）　副賞15万円
　一般部門
　　	 優秀賞（１点程度）	 副賞５万円
　　	 佳作（２点程度）	 副賞２万円
　ジュニア部門
　　	 優秀賞（１点程度）	 副賞3万円相当の図書カード
　　	 佳作（２点程度）	 副賞1万円相当の図書カード
●発表	 ８月下旬（予定）

※入賞者には通知するとともに、表彰式にご招待します。

●募集期間　５月７日㈫～６月28日㈮必着
●あて先　〒935－8686（住所記載不要）

　氷見市企画政策課「ひみキトキトまんが道大賞」係
※作品の持ち込みはご遠慮ください。

●その他
応募作品は返却できません。また、応募作品の一切

の権利は主催者に帰属し、自由に公開できるものとし
ます。なお、入賞作品およびすべての応募作品は、表
彰式の後、氷見市潮風ギャラリーの「ひみキトキトま
んが道大賞みんなの作品展」で展示する予定です。

第12回ひみキトキトまんが道大賞
　作品募集！

� 企画政策課　☎74－8011

審査員長は名誉市民の
藤子不二雄Ⓐ先生

前回の大賞受賞作品「氷見の朝（みんなでラジオ体操）」

©藤子スタジオ

　地域に根ざした事業の起業を支援することにより、
地域の雇用の受け皿を創出し、失業者の雇用の場を設
けて生活の安定を図るため、起業支援型地域雇用創造
事業の受託企業を募集します。
●事業の概要

雇用創出に資する事業を氷見市が民間企業などへ
事業費を全額委託し、受託企業は失業者を雇い入れて
事業を実施します。（ただし、人件費が半分以上を占めてい

ること）

受託企業が本事業で雇い入れた人を事業終了後も
正規労働者として継続雇用する場合には、一時金（一人

あたり30万円）支給します。

委託先の選定は、第三者委員会の意見を聴取して決
定します。
●対象企業
　起業後10年以内の企業、ＮＰＯなど
●事業実施期間
　１年間
●応募期間
　４月１日㈪～30日㈫
●応募方法
　起業支援型地域雇用創造事業計画書などを提出し
てください。
※詳しい内容は、お問い合わせください。

起業支援型地域雇用創造事業の
� 受託企業を募集します

商工観光戦略課　☎74－8105

おもしろい作品を
待ってるよ!!

11　広報ひみ 2013.4



●
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
︑

　

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

・
任
意
接
種（
法
律
に
基
づ
か
な
い
接
種
）か
ら

定
期
接
種（
法
律
に
基
づ
く
接
種
）に
変
わ
り

ま
す
。予
診
票
に
有
効
期
限
が
記
載
さ
れ

て
い
る
場
合
は
対
象
年
齢
ま
で
有
効
と

読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。

・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法

が
変
わ
り
ま
す
。

①
初
回
接
種
を
生
後
２
か
月
か
ら
生
後
７

か
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
受
け
る
場
合

※
た
だ
し
、
初
回
２
回
目
お
よ
び
３
回
目
の
接
種
は

生
後
12
か
月
ま
で
に
行
う
こ
と
と
し
、
そ
れ
を

超
え
た
場
合
は
追
加
接
種
の
み
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

②
初
回
接
種
を
生
後
７
か
月
か
ら
生
後
12

か
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
受
け
る
場
合

※
た
だ
し
、
初
回
２
回
目
の
接
種
は
生
後
12
か
月
ま

で
に
行
う
こ
と
と
し
、
そ
れ
を
超
え
た
場
合
は

追
加
接
種
の
み
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ

　

従
来
、
生
後
6
か
月
未
満
で
の
接
種
か
ら
、

生
後
12
か
月
に
至
る
ま
で
の
間（
標
準
的
接
種

期
間
は
生
後
５
～
８
か
月
）で
の
接
種
に
変
更
さ

れ
ま
す
。

　

改
正
に
伴
い
、
現
在
、
生
後
３
か
月
児
を

対
象
に
実
施
し
て
い
る
集
団
接
種
を
生
後
５

か
月
児
と
し
ま
す
。
こ
の
た
め
平
成
25
年
度

の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
集
団
接
種
は
6
月
か
ら
実
施
し
ま

す
。

●
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
な
か
っ
た
場
合

　

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
気
で
、
や

む
を
得
ず
対
象
年
齢
ま
で
に
定
期
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
、

救
済
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
は

主
治
医
と
相
談
の
上
、

健
康
課
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

4
月
1
日
よ
り

予
防
接
種
の
受
け
方
が

変
わ
り
ま
す健

康
課　

☎
74

－

8
0
6
2

　

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
左
記
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。　

　

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
３
月
中
に

案
内
ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
場
合
は
環
境
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
犬
が
死
亡
し
た
場
合

■
住
所
や
飼
い
主
の
登
録
事
項
に
変
更
が
あ

る
場
合

■
集
合
注
射
の
会
場
で
犬
を
新
規
に
登
録

す
る
場
合

実施日 時　間 会　場

4月12日㈮

午前9時～9時30分 ＪＡ丸三支所前
午前9時45分～10時5分 ＪＡ速川支所前
午前10時20分～10時50分 ＪＡ久目支所前
午前11時15分～11時45分 ＪＡ上庄支所前

4月14日㈰
午前9時～9時40分 ＪＡ柳田支所前
午前9時55分～10時35分 氷見市車両センター
午前10時50分～11時40分 いきいき元気館

4月15日㈪

午前9時～9時20分 ＪＡ仏生寺支所前
午前9時35分～9時50分 ＪＡ布勢支所前
午前10時5分～10時25分 ＪＡ十二町支所前
午前10時50分～11時10分 ＪＡ余川支所前
午前11時25分～11時40分 碁石公民館前

4月17日㈬

午前9時～9時20分 女良生活改善センター前
午前9時40分～9時55分 ＪＡ宇波支所前
午前10時10分～10時25分 薮田コミュニティーセンター前
午前10時35分～10時55分 ＪＡ阿尾支所前
午前11時15分～11時30分 ＪＡ八代支所前

4月20日㈯

午前9時～9時35分 ＪＡ島尾支所前
午前9時50分～10時10分 ＪＡ田子支所前
午前10時25分～10時45分 ＪＡ神代支所前
午前11時～11時50分 窪公民館前

4月21日㈰
午前9時～9時20分 ＪＡ稲積支所前
午前9時35分～9時55分 加納地域まちづくりセンター
午前10時10分～11時10分 高岡厚生センター氷見支所

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を

実
施
し
ま
す環

境
課　

☎
74

－

8
0
6
5

初回1回目
（生後2～6か月齢）

27日以上の
間隔

27日以上の
間隔

60日以上の
間隔

追加接種
（12～15か月齢）

２回目

３回目
（１歳未満）

初回1回目
（生後7～11か月齢）

27日以上の
間隔

60日以上の
間隔

追加接種
（12～15か月齢）

２回目
（１歳未満）
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不妊治療費の助成を
行っています
健康課　☎74－8062

　不妊治療を受けているご夫婦の経済的・精神的
負担の軽減を図るため、不妊治療費の助成事業を
行っています。
●対象　市内に1年以上居住し、富山県が指定する

医療機関で不妊治療（体外受精、顕微授精）を受けて
いる法律上の夫婦。

●対象となる費用　体外受精、顕微授精にかかった
費用（食事療養費を除く保険適用外の自己負担額）から
富山県特定不妊治療費助成費を引いた金額（年度

あたり最高30万円）

※年度とは、毎年4月1日～3月31日の期間をいいます。

●申請方法　申請書に必要事項を記入し、必要書類
を添えて健康課へ提出してください。

●必要書類　申請書、治療に要した費用の領収書（原

本）、発行後3か月以内の住民票（原本）、夫婦別世帯
の場合は戸籍謄本（原本）、富山県不妊治療費助成決
定通知書の写し（県の助成を受ける場合）

※申請書は健康課の窓口や指定医療機関で受け取れるほか、

市ホームページからダウンロードすることもできます。詳

しくは健康課へお問い合わせください。

障害福祉サービスなどの対象に 
難病患者等が加わります

福祉課　☎74－8113

　４月から施行される障害者総合支援法では、障害
者の対象に難病患者などが加わります。
　難病患者で障害者手帳をお持ちでない人なども
必要が認められた場合、ホームヘルプなどの障害福
祉サービスや相談支援、補装具および日常生活用
具の給付などを利用することができるようになり
ます。また、対象者が児童の場合は、障害児通所支
援や障害児入所支援も利用できるようになります。
●対象　障害者総合支援法の政令で定める130疾患
●利用方法　対象疾患がわかる証明書（診断書また

は特定疾患医療受給者証など）を持参の上、申請の手
続きをしてください。その後、障害程度区分の認
定や支給認定などの手続きを経て、必要と認めら
れたサービスを利用できることになります。

※対象疾患や手続き方法など、

詳しくは福祉課へお問い合わ

せください。

ケーブルテレビ「ひみチャン９」のハイビジョン放送が始まります
能越ケーブルネット㈱　☎0120－040－720

４月からケーブルテレ
ビの自主放送チャンネル

「ひみチャン９」（デジタル

０９１ＣＨ）でハイビジョン
放送（高画質放送）が始まり
ます。

これにより、能越ケーブ
ルネット制作のコミュニ

ティー番組や氷見市広報番組、市議会中継をはじめ県
内外のケーブルテレビ局で制作した番組がＮＨＫや民
放各局並みの鮮明な画像でお楽しみいただけます。
※ハイビジョン放送開始に伴う追加料金は発生しません。

【ご覧になるには】
既にハイビジョン対応テレビ（いわゆる「地デジ対応テ

レビ」）をお使いで、地上デジタル放送がハイビジョン
で視聴できる環境であれば、設定変更は一切不要で
す。リモコンの地上デジタル９チャンネルを選択する
だけでご覧になれます（チャンネル表示が「０９１」となって

いることをご確認ください。「０９２」と表示されている場合は、

「０９１」と表示されるよう選局してください）。

【次の場合には、ハイビジョンでご覧になれません】
・テレビ本体がハイビジョンに対応していない
・「デジアナ変換放送」を受信している
※「デジアナ変換放送」は、2015年3月31日で終了します。お持

ちのテレビのデジタル放送対応はお早めに。

Monthly Pickup Information&News　
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マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
を
応
援
し
ま
す

住
宅
関
連
の
補
助
金
・
税
の
減
額

川
崎
市
の
露
木
で
す

★
人
事
交
流
で
1
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

氷
見
・
川
崎
の
人
事
交
流
で
昨
年
４
月

か
ら
１
年
間
、商
工
観
光
戦
略
課
に
在
籍

し
ま
し
た
。氷
見
へ
の
移
動
初
日
、氷
見
線

に
乗
る
の
に
１
時
間
以
上
待
た
さ
れ
て
こ

の
先
の
生
活
が
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心
配

し
て
い
た
の
が
懐
か
し
く
思
え
る
ほ
ど
、

充
実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ
れ
も
氷
見
の
皆
さ
ん
が〝
旅
の
人
〟

で
あ
る
私
を
温
か
く
迎
え
て
親
切
に
接
し

て
く
れ
た
こ
と
や
、寒
ぶ
り
・
お
米
な
ど

氷
見
産
の
お
い
し
い
食
べ
物
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
体
調
を
崩
さ
ず
に
生
活
で
き
た
こ

と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
こ
の
文
章
を
読
ん
で
い
る
頃

は
川
崎
市
役
所
で
の
勤
務
を
再
開
し
て

い
ま
す
。氷
見
で
た
っ
ぷ
り
充
電
し
た
パ

ワ
ー
で
川
崎
で
の
新
し
い
業
務
に
取
り
組

み
な
が
ら
、引
き
続
き
多
く
の
人
に
氷
見

の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。充
電
が
必
要
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に

氷
見
を
訪
れ
ま
す
の
で
、そ
の
時
は
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

商工観光戦略課
露木　洋明

　

市
で
は
定
住
促
進
対
策
と
し
て
、
住
宅
を

新
築
、
購
入
ま
た
は
増
改
築
し
た
人
な
ど
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
新
築

住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
若
者
の
住
宅
購
入
な
ど
に
補
助
金

　

市
内
で
住
宅
を
新
築
、
購
入
ま
た
は
増
改

築
を
し
て
居
住
す
る
若
者
や
市
外
か
ら
転
入

し
た
人
を
対
象
に
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象　

住
宅
の
新
築
、
購
入
ま
た
は
増
改

築
後
１
年
以
内
で
、
左
記
の
ど
ち
ら
か
に
当

て
は
ま
る
人

①
市
内
在
住
の
40
歳
未
満
で
結
婚
５
年
以

内
の
人

②
市
内
へ
転
入
し
て
か
ら
１
年
以
内
の
人

（
転
入
す
る
前
、
市
外
で
１
年
以
上
住
ん
で
い
た

人
に
限
り
ま
す
）

●
住
宅
要
件

①
共
有
に
係
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
持
分
２

分
の
１
以
上

②
増
改
築
に
つ
い
て
は
、
増
改
築
を
し
た
部

分
の
床
面
積
が
増
改
築
後
の
延
べ
床
面

積
の
２
分
の
１
以
上

　
（
リ
フ
ォ
ー
ム
の
床
、
壁
な
ど
の
修
繕
ま
た
は
模

様
替
え
は
、補
助
の
対
象
外
）

●
補
助
金
の
額

①
平
成
17
年
4
月
1
日
～
22
年
3
月
31
日

ま
で
に
住
宅
を
新
築
、
購
入
、
増
改
築
し

た
人
・
・
・
住
宅
の
固
定
資
産
税（
家
屋
分
）

に
相
当
す
る
額
×
3
年
間（
3
年
間
で
50
万

円
が
上
限
）

②
平
成
22
年
4
月
1
日
以
降
に
住
宅
を
新
築
、

購
入
、増
改
築
し
た
人
・
・
・
住
宅
の
固
定

資
産
税（
家
屋
分
＋
そ
の
住
宅
に
係
る
用
地
を
所

有
し
て
い
る
場
合
は
土
地
分
も
含
む
）に
相
当
す

る
額
×
2
年
間（
2
年
間
で
50
万
円
が
上
限
）

●
申
請
期
間　

４
月
１
日
㈪
～
７
月
１
日
㈪

※
新
築
、
購
入
ま
た
は
増
改
築
し
た
住
宅
に
係
る
固

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
た
年
度
の
翌
年
度
以
降

の
申
請
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課　

☎
74

－

8
０
７
５

■
新
築
住
宅
の
固
定
資
産
税
を
減
額

●
対
象　

床
面
積
が
50
㎡
以
上
2
8
0
㎡
以

下
の
新
築
住
宅（
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
共
同
住
宅
の

場
合
は
、1
世
帯
当
た
り
40
㎡
以
上
2
8
0
㎡
以
下
）

※
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
の
場
合
は
、居
住
部
分

が
１
／
２
以
上
あ
る
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

（
店
舗
部
分
な
ど
は
減
額
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

●
減
額
の
適
用
額　

床
面
積
１
２
０
㎡
ま
で

の
固
定
資
産
税
額
を
１
／
２
に
減
額

●
減
額
す
る
期
間

①
一
般
住
宅
・
・
・
３
年
間

②
長
期
優
良
住
宅
・
・
・
５
年
間

●
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
74

－

8
０
４
５

■
氷
見
産
木
材
の
建
築
物
に
補
助
金

市
内
で
氷
見
産
木
材
を
３
㎥
以
上
使
用
し

た
住
宅
な
ど（
建
築
士
が
設
計
）を
新
築
ま
た
は

増
改
築
す
る
人
を
対
象
に
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す（
対
象
を
住
宅
以
外
の
建
築
物
に
も
拡
大
し

ま
し
た
）。

●
補
助
金
の
額　

氷
見
産
木
材
使
用
量
に
応

じ
て
最
大
30
万
円（
１
㎥
あ
た
り
２
万
円
）

※
住
宅
の
場
合
は
、富
山
県
の「
と
や
ま
の
木
で
家
づ

く
り
支
援
事
業
」を
同
時
に
活
用
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

農
林
課　

☎
74

－

8
０
９
７

14



市民会館開館50周年記念公演

八代亜紀
ふれあいコンサート
日 時 	7月19日㈮
	 【昼の部】	 開場  午後1時30分

	  	 開演  午後2時

	 【夜の部】	 開場  午後5時30分

	 	 開演  午後6時

場 所 	市民会館
ゲスト出演 	三山ひろし（注目度ナンバー1若手
	 演歌歌手）、ミレア

チ ケ ッ ト 	全席指定　5,000円
4月11日㈭から市民会館、アーツナ
ビ（URL http://www.arts-navi.com/）
で販売を開始します。

問い合わせ 	市民会館　☎74－8271

八代亜紀
1971年デビュー。1973年に出世作
「なみだ恋」を発売。その後、「愛の終
着駅」「もう一度逢いたい」「舟唄」な
ど数々のヒットを記録し、1980年に
は「雨の慕情」で第22回日本レコー
ド大賞に輝く。
ジャズにも新境地を開くなど、温かみ
にあふれた歌を聴かせてくれます。

和太鼓 志多ら  全国ツアー氷見公演！

蒼の大地
～今、ひとつになりて、行かん～

特 別 企 画  和太鼓教室＆ミニライブ
●日時　5月12日㈰ 午後1時～4時30分
　　　　　　　　　（受付 午後0時30分）
●場所　市民会館
●�和太鼓教室の定員　30人（参加無料で定員
になり次第締め切り）

　和太鼓教室とミニライブは自由に見学できますので、
ご来場をお待ちしています。

日 時 	6月2日㈰
	 開場  午後3時、開演  午後4時

場 所 	市民会館
チ ケ ッ ト 	全席自由	 一般3,000円
		  高校生以下1,000円
	 （当日各500円増）

市民会館、ハッピータウン、プラ
ファ、アーツナビ、チケットぴあ	
で発売中。

問い合わせ 	市民会館　☎74－8271

三山ひろし

Monthly Pickup Information&News　
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①運動が苦手な子のための運脳教室
※初回は5月9日㈭～

●対象　小学生
●日時　第2・4木曜日	午後8時～9時
●場所　ふれあいスポーツセンター
●定員　5人
●費用　3,000円／月、年会費2,000円
②ダンススポーツ初心者教室（短期）
●対象　ダンススポーツ経験がない人
●日時　5月13日～6月24日までの
毎週月曜日	午後7時～9時（全7回）
●場所　ふれあいスポーツセンター
●定員　15人
●費用　保険料1,850円（任意）

水泳教室

◎市民プール� ☎91－5000
　4泳法の習得や水中運動など、子ど
もから大人まで楽しめるコース（月3
回開催）がそろっています。
●場所　市民プール
●費用　月会費2,500円、年会費500
円、保険料　幼児～中学生800円、高
校生～64歳の人1,850円、65歳以上
の人1,000円
※	詳しくは「氷見市スポーツポータルサイ

ト」のホームページでご確認ください。

●募集
介護保険事業者

◎健康課� ☎74－8066
　介護保険サービス事業として平成
26年度に開設し、地域に密着した事業
を展開する次の事業者を募集します。
①小規模多機能型居宅介護� １施設
②夜間対応型訪問介護� １施設
●募集期間　4月8日㈪～5月15日㈬
※	詳しい内容は、お問い合わせください。

介護相談員

◎健康課� ☎74－8066
　利用者の疑問や不満、不安の解消
と介護サービスの質的な向上を図る
ために事業所を訪問する介護相談員
を募集します。
●応募要件　一週間程度の養成研修
（県外）が受講可能で、月2日程度介護
相談員業務に従事できる人。
●募集期間　4月1日㈪～30日㈫
※	詳しい内容は、お問い合わせください。

看護学生に修学資金を貸与します

◎病院事業管理室� ☎74－8126
●対象　市内に在住もしくは住んで
いた看護学生で、卒業後看護職員（助
産師または看護師）として金沢医科大学
氷見市民病院に勤務を希望する人
●貸与額　前期（4月～9月分）15万円
以内、後期（10月～3月分）15万円以内
●貸与期間　貸与の決定月から学校
または養成所の卒業月までの期間
●貸与者数　5人程度（書類審査、面接
により決定します）

●申込方法　次の書類を病院事業管
理室へ提出してください。
①修学資金貸与申請書、②住民票、③
在学証明書
●申込期間　4月19日㈮午後5時15
分まで（郵送の場合は当日消印有効）
●その他　一定の条件を満たす場
合、返還を猶予または免除されます。
詳しくは、市のホームページでご確
認ください。

被害者支援ボランティア

◎とやま被害者支援センター�☎076－413－7820
　犯罪被害にあわれた人を支援するボ
ランティアを募集します。
●応募資格　25歳以上65歳までの人
●募集人数　10人程度
●応募期限　4月30日㈫

人口と世帯数
3月1日現在　（　）内は前月比

総人口　51,960人（－65人）
男 �24,748人（ー30人）　女 �27,212人（－35人）

世帯数　17,644世帯（－14世帯）
�※外国人も含めています。

人口動態　2月
出生　� 25人　　死亡　� 62人
転入　� 44人　　転出　� 72人

交通事故発生状況
3月15日現在　（　）内は前年比

人身事故件数� 23件（＋� 2件）
負　傷　者　数� 24人（－� 2人）
死　　者　　数� � 0人（±� 0人）

市税の納期��〆 �4月30日㈫
固定資産税1期

高岡市×小矢部市（高岡地区広域圏）

イベント情報
●国宝瑞龍寺　春のライトアップと
　門前市（高岡市）
期間　4月28日㈰～30日㈫午後6時30
分～9時30分（門前市は午後6時～）
場所　国宝瑞龍寺および八丁道周辺
内容　山門、仏殿、法堂がさまざまな光
によって表情を変え、幻想的に輝く姿が
春の夜空に浮かび上がります。
運営協力費 	 前売券350円（当日券500円）
	 中学生以下無料
問い合わせ����� 北日本新聞社高岡支社営業
部　☎22－2224
●石動曳山祭（小矢部市）
日時　4月29日（月・祝）
※花山車の巡行予定は問い合わせください。
場所　石動市街地
内容　豪華絢爛な11本の花山車が勢ぞ
ろいし、市街地を巡行します。
問い合わせ��������小矢部市商工会☎67－0756
●倶利迦羅さん八重桜まつり（小矢部市）
日時　4月28日㈰～5月5日（日・祝）
※当日の予定は問い合わせください。
場所　倶利伽羅県定公園、倶利伽羅古戦場
内容　倶利伽羅古戦場に約6,000本の八
重桜が咲き誇ります。
問い合わせ��������小矢部市商工会☎67－0756

市民講座「氷見・仏生寺川流域の生き物たち」
●日時　4月6日㈯�午後1時～2時45分
●場所　富山大学理学部・氷見市連携研究室
　　　　（旧仏生寺小学校）
●内容　仏生寺川の植物や動物
（魚、貝やカニ、カエルやカメ、
ほ乳類）について、平成24年

　に富山県生物学会が行った調査の結果を紹介します。
　発表会終了後、ひみラボ水族館の展示解説も行います。
●問い合わせ　生涯学習・スポーツ課		☎74－8215

水
みずば し ょ う

芭蕉ウォーキングin一刎
◆日時　4月28日㈰（雨天決行）
�　　　��午前10時～午後1時30分頃
◆集合場所　旧一刎小学校
◆内容　見ごろの水芭蕉を眺めながら3km、
　6kmコースを歩き、一刎の自然を満喫します。数々の詩碑
　や景色も楽しめます。ゴールでは豚汁を用意しています。
◆費用　高校生以上500円、小・中学生300円、未就学児無料
◆問い合わせ	 水芭蕉ウォーキングin一刎実行委員会（浄念寺内）
	 	 ☎74－4711
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●イベント
まるまげまつり

◎観光協会� ☎74－5250
●日時　4月17日㈬	午後1時30分～
●場所　市役所前出発／市街地～千手寺
●内容　まるまげ姿の女性たちが、
花盛りの街を練り歩きます。

ごんごんまつり

◎観光協会� ☎74－5250
●日時　4月17日㈬～18日㈭
●場所　上日寺周辺
●内容　雨乞いの満願成就を祝う奇
祭です。
★ゴンゴン鐘つき大会参加者募集
　約50kg（子どもは20kg）の丸太を担
いで、鐘をついてみませんか？
●日時　4月18日㈭	午後6時30分～
●場所　上日寺鐘つき堂
★ごんごん茶会を開催します
●日時　4月18日㈭	午前10時～午後3時
●場所　上日寺向かい杉野宅
●費用　前売り券300円（当日券400円）

ひょうたん展

◎海浜植物園� ☎91－0100
●期間　4月19日㈮～5月6日（月・休日）
●場所　海浜植物園
●内容　氷見ひょうたん愛好会の皆
さんの作品を展示します。
●入園料　大人200円、中学生以下無料
★5月3日（金・祝）、4日（土・祝）午前10
時～午後2時まで「ひょうたんクラフト
体験教室」を開催します（参加費300円）。

●講座
手話講習会（基礎講座）

◎福祉課� ☎74－8113
●対象　県内で開催された手話講習

会の入門課程を修了した人
●期間　5月21日㈫～来年2月4日㈫の
隔週火曜日（全20回）午後7時30分～9時
●場所　いきいき元気館
●費用　1,500円（テキスト代）
●定員　20人
●申込受付　4月1日㈪～19日㈮

地産地消・料理講座

◎JA創作工房ひみ� ☎73－7250
●テーマ・日時
①手軽にできて栄養満点　簡単料理
　4月16日㈫	午前9時30分～12時30分
②こんにゃくいもでこんにゃくを作ろう
　5月15日㈬	午前9時30分～12時30分
③梅干し作り
　6月19日㈬	午前9時30分～12時30分
●場所　創作工房ひみ
●定員　20人（先着順）
●費用　500円（材料費別）
●申し込み　１週間前までにお電話で
●注意事項　そばアレルギーでない
人。キャンセルは３日前までに。

県民カレッジ教養講座

◎県民カレッジ高岡地区センター� ☎22－5787
●日時　5月17日㈮～11月1日㈮（全8回）
●場所　ウイングウイング高岡
●申し込み　4月12日㈮～26日㈮に
申込用紙を提出してください。
※	詳しい内容は、お問い合わせください。

女性フレッシュセミナー

◎中央公民館� ☎74－8240
●対象　市内在住の女性
●期間　5月～来年2月
●場所　中央公民館など
●内容　講演、手芸、調理実習など
●費用　3,000円（他に費用がかかる場
合があります）

●定員　60人（先着順）

●申込受付　4月5日㈮～

多肉植物の寄せ植え

◎働く婦人の家� ☎91－4109
●日時　4月26日㈮午前10時～正午
●場所　働く婦人の家
●内容　サボテンなどの寄せ植え
●持ち物　エプロン、タオル、作業用手袋
●受講料　3,300円
●定員　15人（先着順）
●申し込み　4月23日㈫までにお電話で

造形芸術センター体験教室

◎美術協会事務局�☎090－5171－6125
①プリザーブドフラワー講座
●日時　4月13日㈯
　　　　午後1時30分～3時30分
●内容　生花でできた枯れないお花
で母の日のプレゼントを作ります。
●費用　2,000円（材料費を含む）
●申し込み　前日までにお電話で
②籐工芸講座｢籐を編む｣
●日時　4月23日㈫	午後2時～4時
●内容　自然のつるを使い自由に花
かごを編みます。
●費用　1,700円（材料費を含む）
●申し込み　前日までにお電話で

OA経理事務講座

◎ハローワーク氷見� ☎74－0445
●対象　ハローワークに求職申し込
みをしている人
●日時　6月3日㈪～9月30日㈪
	 平日午前9時～午後3時30分
●場所　スクール・パスタ（朝日丘7－48）
●費用　10,000円程度
●定員　10人
●申込期限　4月26日㈮

ふれんず教室

◎ふれんず事務局� ☎74－8500

暮らしの情報

氷見ゆったりまちなか巡り～祭り編～　参加者募集 !!
◆日時　4月17日㈬、18日㈭　両日とも
午前11時氷見駅集合、午後2時頃まで
◆内容　祭りに関連のあるスポットをボ
ランティアガイドさんと一緒に巡りま
しょう（昼食付）。
◆コース　
17 日…御座町曳山館～博物館～昼食～
千手寺（まるまげまつり見学、護摩木に願い事）

18 日…御座町曳山館～博物館～昼食～
上日寺（ごんごんまつり）～ごんごん茶会
※雨天時はルートが変更する場合があります。
◆参加費　2,500円
◆定員　各回40人（先着順）
◆申し込み　2日前までにお電話で申し
込みください。
◆問い合わせ　観光協会　☎74－5250
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●受験料　1級7,500円、2級4,500円、
3級2,500円、4級1,600円
●申込期間　4月17日㈬～5月10日㈮

同意雇用開発促進地域の期間が終了します

◎ハローワーク氷見� ☎74－0445
　平成22年5月1日から同意雇用開
発促進地域の指定を受けていました
が、4月30日で指定期間が終了しま
す。これにより、地域雇用開発助成金
の計画書の受理も同日をもって終了
となります。
　地域雇用開発助成金とは、氷見市
内で事業所を設置・整備し、市内在
住の求職者を新たに雇入れる場合、
設置・整備に要した費用とその人数
に応じて、最大で3年間一定の金額を
助成するものです。詳しくはお問い
合わせください。

協会けんぽの保険料率は据え置き

◎協会けんぽ富山支部�☎076－431－6156
　協会けんぽの3月分からの保険料
率は、据え置きで変わりません。
●健康保険料率　9.93％
●介護保険料率　1.55％

コミュニティ助成事業の活用
◎地域協働課� 　☎74－8013

　間島自治会の獅子舞用具が、財団
法人自治総合センターの宝くじ社会
貢献広報事業（コミュニティ助成事業）
の補助を受けて新調されました。

天狗林健康広場がオープン

◎天狗林健康広場管理センター�☎76－2017
　冬期休業していた天狗林健康広場
が４月2日㈫から営業を再開します。
●営業時間　午前9時～午後9時
※月曜日（祝日の場合はその翌日）は、休みです。

建設リサイクルをご存知ですか？

◎北陸地方副産物対策連絡協議会�
� ☎025－280－8880
　建設産業では、建設リサイクル法に
基づき再生資材として利用できる特
定の建設廃棄物（コンクリートや木材、ア
スファルトなど）の「分別」と「リサイク
ル」を積極的に推進しています。しか
し、依然として建設廃棄物の不法投
棄が見受けられます。一般家屋の解
体などの際には、業者に適正な廃棄
処理を促すなど建設リサイクルの推
進にご理解とご協力をお願いします。

設置しましたか？住宅用火災警報器

◎消防本部� ☎74－8300
　住宅用火災警報器を設置したこと
で、大事に至らなかった事例がたく
さんあります。火災の発生をいち早
く知らせ、あなたや家族の命を守っ
てくれる住宅用火災警報器を、すべ
ての寝室に設置しましょう。

山林火災を予防しましょう

◎消防本部� ☎74－8300
　空気が乾燥するこの季節、山林での
火の取り扱いに十分注意しましょう。
●	枯草などのある場所では、たき火
をしない。

●	たき火の場所を離れる時は、確実
に火の始末をする。

●	風の強い時や空気が乾いている時
は、たき火をしない。

各　種　相　談
問い合わせ　市民課　☎74-8010

●住宅相談�
　4月4日㈭	午前10時	～	午後3時
場所　市役所市民ホール
●行政相談　毎週月曜日（4月29日を除く）
　　　　　　午後1時	～	4時
場所　市役所2階相談室

●人権相談　4月11日㈭	午後1時30分	～	4時
場所　市役所4階会議室

●年金相談
　4月10日㈬	午前10時	～	午後3時
●無料法律相談（要電話予約）※

　4月18日㈭	午後1時	～	4時
●多重債務無料法律相談（要電話予約）※

　4月18日㈭	午後4時	～	5時
　※予約の受け付けは前日午前8時30分～
●無料調停相談
　4月24日㈬	午前9時～正午
場所　市役所5階会議室

花だより from海浜植物園

アナマスミレ
北海道から鳥取県以北の日本海側の海岸
に生える、スミレ科スミレ属の多年草で
す。スミレの海岸型で、葉は厚く光沢が
あり谷折りのペーパースプーンのように
丸まっています。和名は、北海道の礼文
島にあるアナマ岩で発見されたことに由
来しています。県内では、生育場所とな
る砂浜海岸の環境が不安定なため、東部
の一部でしか自生していません。レッド
データーブックとやまでは『絶滅危惧1
類』に指定されていますが、環境省カテ
ゴリーでは『該当なし』となっています。

5 月開講　造形芸術センター新規講座
講座名 曜日・時間
日本画 第1・3㈬10時～15時
デッサン 第2・4㈪19時～21時
パッチワーク 第2・4㈪14時～16時
陶　芸 第1・3㈯㈰14時～16時
水　彩　 第1・3㈭19時～21時
水墨画 第1・3㈬13時～16時
木版画 第2・4㈰10時～15時
※講座内容や受講料など詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ 		美術協会事務局　☎090－5171－6125

講座名 曜日・時間
油　絵 第1・3㈭13時～16時
絵手紙 第3㈭14時～16時
書　道 第1・3㈪13時～15時
ちぎり絵 第1・3㈯14時～16時
チビッ子絵画 第2・4㈯14時～16時
粘土アート 第2・4㈪13時～15時
粘土アート2 第3㈯10時～12時

広告 さあピアノ始めましょう

… 無料体験レッスン受付中 …

申し込み・問い合わせ　下野音楽教室　南大町 3-20　☎ 72-3086

♪大人のやさしいピアノコース

♪こどものピアノコース

♪保育受験コース

誰もが、最初は初心者。基礎からやさしくレッスンするのも
いいし、お好きな 1曲をじっくりマスターするのも楽しいで
すね。レッスン時間や曜日は自由に変更で
きるので、忙しい人も習えるチャンスです。

18



●募集
短期雇用職員

◎生涯学習・スポーツ課�☎74－8215
●対象　失業している人または離職
が確実な人（ただし、これまでに緊急雇用
創出事業や重点分野雇用創出事業に従事し

ていない人）

●募集職種（業務内容）・募集人数
①調査補助員（外来魚駆除の魚類採取・
水族館管理運営業務・データ入力作業）�3人
②資料調査員（有形民俗文化財の資料整
理作業・台帳作成・データ入力作業）	 2人
●雇用期間　5月1日㈬～来年3月31
日㈪
●勤務日時　①週5日（土・日曜日、祝
日を含む）	午前9時30分～午後４時
②平日	午前9時15分～午後3時45分
●勤務場所　①富山大学理学部・氷
見市連携研究室（旧仏生寺小学校）
②旧女良小学校文化財収蔵庫（中田645）
●募集期間　4月1日㈪～12日㈮
●応募方法　履歴書、宛て名を書いて
80円切手を貼った返信用封筒２通、運
転免許証の写しを提出してください。
※勤務条件など詳しくは生涯学習・スポーツ

課で配布する募集要項でご確認ください。

●案内
保険証が変わった時は手続きが必要です

◎福祉課� ☎74－8117
　子ども医療費助成の福祉医療費請
求書（ピンクの用紙）には保険証の記
号・番号、保険者番号が印字されて
います。保険証が変更になった場合
は、お子さんの保険証と子ども医療
費受給資格証（ピンクのカード）を持っ
て福祉課で手続きをしてください。
※変更前の古い保険証のデータが印字され

ているピンクの用紙は使用できません。

介護保険料を年金から天引きします

◎健康課� ☎74－8066
　平成25年度介護保険料の年金天
引き（仮徴収）を開始します。
①2月の年金定期支払いの時に保険
料が引かれていた人
　4月・6月は、2月と同じ額を仮徴
収します。
②4月の年金から新たに保険料が引
かれる人
　平成23年中の所得を基に算定した
額を仮徴収します。（詳しい内容は、3月
上旬に送付した「平成25年度特別徴収開始

のお知らせ」でご確認ください）

※今年度の介護保険料決定通知は、7月に

送付します。

固定資産税の縦覧・閲覧

◎税務課� ☎74－8045
　自分の土地や家屋の評価が適正か
どうかを判断してもらうために、土
地・家屋価格等縦覧帳簿と課税台帳
を縦覧・閲覧することができます。
●期間　4月1日㈪～4月30日㈫
　　　午前8時30分～午後5時15分
　　　（土・日曜日、祝日は除きます。）
※期間中の縦覧・閲覧手数料は無料です。

※課税台帳は、年間を通じて閲覧できます。

●場所　税務課資産税担当の窓口
●縦覧・閲覧できる人
①土地・家屋価格等縦覧帳簿・・・土
地または家屋の固定資産税の納税者
②課税台帳・・・土地または家屋の
固定資産税の納税者、借地・借家人
●縦覧・閲覧に必要なもの　印鑑、
本人であることが確認できるもの（納
税通知書、運転免許証、借地・借家人は契

約書など）

※	代理人（同居の親族以外）の場合は、委任

状が必要です。

農地の賃借料情報を閲覧できます

◎農業委員会事務局� ☎74－8096
　昨年中に利用権が設定された賃借
料情報は、農業委員会事務局や農協
各支所で閲覧できます。賃借料を決
める場合は、この情報を参考にして
ください。

不動産を公売します

◎税務課� ☎74－8041
　市税などの滞納により差し押さえ
た財産を公売します。
●公売財産
①柳田字向山41番5（302.63㎡）宅地
　最低公売価額　3,292,000円
②上田子24番1、25番2、29番2
　（3筆合わせて486㎡）雑種地
　最低公売価額　1,723,000円
●公売方法　入札
●日時�　4月23日㈫	午前9時～
●場所　市役所4階401号会議室
※詳しくは、公売公告（市役所前掲示板）ま

たは税務課窓口にある公売広報をご覧く

ださい。

軽自動車税の減免申請受付中

◎税務課� ☎74－8041
　軽自動車税の減免申請を受け付け
ています。毎年申請する必要があり
ますので、昨年申請した人も忘れず
に申請してください。
●受付期間　4月1日㈪～5月24日㈮
●受付場所　税務課納税推進班窓口
※	詳しい内容は「広報ひみ3月号」でご確認

ください。

第134回日商簿記検定試験

◎氷見商工会議所� ☎74－1200
●日時　6月9日㈰	1級・3級	午前9
時～、2級・4級	午後1時30分～

広告 新規開業、会社設立、資金繰り、経営相談、事業承継、相続・贈与

無料相談会のお知らせ

お一人で悩まずに、専門家にお任せください。
日時　4月13日㈯午前9時～正午
場所　田中会計ビル（窪615）
定員　6人（1人 45分／同伴者可）
予約　前日までに電話で予約してください。
★次回は5月11日㈯に開催する予定です。

ＴＯＭＳ田中会計グループ
税理士法人田中会計

☎91－1700（担当：橋本）
http://www.toms-web.co.jp

公益社団法人　氷見市シルバー人材センター
氷見市鞍川1065　☎ 74ー 8408

広告 剪
せ ん て い

定講習会を開催します
初心者歓迎！受講費無料です。
◎日時　4月23日㈫～24日㈬	
◎場所　シルバー人材センターなど
◎定員　15人（60歳以上の方優先）
◎申込期限　4月19日㈮（定員になり次第締め切り）

【申し込み・問い合わせ】

暮らしの情報
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休 日 当 番 医 ※変更されることがありますので、　当日の新聞でもお確かめください。４
月

  7日㈰ 中村記念病院（内・小） 島尾 91-1307 池田歯科医院（歯） 高岡市 82-4422
14日㈰ 高嶋クリニック（胃・内・外） 丸の内 72-0834 宇和山歯科医院（歯） 高岡市 22-3674
21日㈰ 積良医院（内・小） 万尾 91-0755 小山歯科医院（歯） 南大町 74-2276
28日㈰ 整形外科伊藤医院（整・外） 窪 91-0220 金山歯科医院（歯） 高岡市 21-0995
29日（月・祝）広瀬外科医院（胃・整・外） 本町 74-2600 松木歯科医院（歯） 射水市 82-3020

　� 　キトキト健康ライフ　　　　健康課　☎ 74 － 8062　

　笑顔で子育てしていますか？ ～産後うつについて～
�
　赤ちゃんが産まれると、ママの心と身体にはさまざまな変化が訪れます。目には見えにくい心の健康にも目を向け
ましょう。ママ自身を大切にすることが赤ちゃんの健やかな成長につながります。

こんなことはありませんか
□育児に自信がもてない
□子どもの世話ができない
□活動する気力がない
□気分がとても落ち込む
□あまり眠れない
□ささいなことでイライラする
□この先の楽しいことが考えられない
□心配や不安で頭がいっぱいになる
□子どもがかわいいと思えない

◎子育てなんでも相談
　身体計測や妊娠、出産、育児についての相談を、保健師、
看護師、栄養士、保育士、心理カウンセラーが月1回、地
域子育てセンターで実施しています。４月から助産師による
母乳相談も同時に行います。
◎新生児訪問、未熟児訪問
　助産師または保健師が生後 28日以内に家庭を訪問し、赤
ちゃんの発育の状態やママの心身の相談に応じます。出産
後なるべく早く母子健康手帳交付時にお渡しした出生連絡
票（ハガキ）を健康課に送付してください。
　お子さんの出生体重が 2,500ｇ未満の人は、希望の有無
に関わらず新生児訪問にお伺いします。（４月から実施主体が県
から市に変わります）

電話や来所相談も実施しています。
お気軽にご相談ください。

　ひとつでも当てはまれば「産後うつ」かもしれません。マ
マの心の健康には、家族の理解や相談相手の存在が重要です。
早めに相談することが早期回復につながります。一人で悩ま
ずに、医療機関や健康課で相談してください。

第２次氷見市ヘルスプラン21より
　困ったときや心配事がある時に相談できる保護者の割
合（乳幼児）　現状 90.8%　→　目標値 100％

　　　　　      市民病院だより　　　金沢医科大学氷見市民病院　☎ 74 － 1900　

気管支喘息と大気汚染
　　　　　   呼吸器内科　講師　井口晶晴

　
　“季節の変わり目は体調を崩しやすい ”とよく言われていま
す。冬から春へ、または夏から秋へ季節が変わる頃に悪化し
やすい病気の一つが「気管支喘息」です。気管支喘息（以下、
喘息）は何が原因で発症するか？詳しいことは未だに解明さ
れていませんが、患者自身による要因と環境から受ける要因
が複数重なって発症すると考えられています。
　患者自身による要因としては遺伝やアレルギー体質など
があり、環境から受ける要因としてはダニやハウスダストや
カビなどといった “アレルギーの素（アレルゲンといいます）”、
ウイルスなどの感染、喫煙などがあります。また最近話題
になっている大気汚染も喘息を発症させたり発作を起こす
環境要因の一つです。
　さて大気汚染の原因の一つである “PM（ピーエム）2.5”（日
本語では微小粒子状物質）ですが、言葉のとおり、大きさが2.5
μm（マイクロメートル）以下の微粒子物質を指します。例を
挙げると「燃えかす、波しぶき、粉じんや黄砂の細かいも

の」などでしょうか。これらは大量に吸い込むと気管支のさ
らに奥、細

さ い き か ん し

気管支や肺
はいほう

胞（酸素を体内に取り込む部分）へ到達し、
粘膜刺激症状やアレルギー症状を起こして喘息や慢性呼吸
器病（肺気腫と呼ばれる慢性閉塞性肺疾患など）を悪化させます。
またディーゼル排気微粒子もPM2.5に相当し同様な症状を
引き起こすほか、発がん性をもつかどうか解明するための
研究も行われています。
　富山県では県内各地でPM2.5を常時測定しており、県の
ホームページや報道機関などで発表されています。これら
から大気汚染の注意喚起が出された場合、できるだけ有害
物質を吸い込まないように手洗いやうが
いをする、窓や戸を閉める、屋外へ出る
ときはマスクを着用する、喘息など特に呼
吸器系の病気のある人は外出を控えるな
どの対応を各自でしてください。

【今月の糖尿病教室】
●日時　4月9日㈫　午前１１時から受付
●場所　６階　大会議室
●問い合わせ　担当　石田　☎74－1900（内線）1030
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英
ひであき

明パパ　真
ま き

紀ママ

中
なかがわ

川　桜
おうすけ

介くん

3月23日生まれ・幸町
晴
はるひこ

彦パパ　麻
あさか

香ママ

尾
お た に

谷　蓮
れ ん か

華ちゃん

3月2日生まれ・比美町
威
たけお

雄パパ　友
ゆ み

美ママ

姿
すがた

   文
ふ み

海         ちゃん

3月12日生まれ・中央町

平成24年4月生まれのお子さんを
募集します

①お子さんの氏名・ふりがな②生年月日③性別④両親の氏
名・ふりがな⑤住所⑥日中に連絡がとれる電話番号⑦「広
報ひみ」の感想を明記し、写真とあわせてご応募ください。
（写真は返却しません）★ご応募いただいたお子さんをケー
ブルテレビの番組内で紹介します。■応募締切　4月8日㈪
■申し込み・問い合わせ　〒935ー8686（住所記載不要）
氷見市企画政策課「1歳になりました」係　
☎74ー8012　電子メール　shiminnokoe@city.himi.lg.jp

育
いくひと

仁パパ　江
え り こ

梨子ママ

大
おおだち

舘　凜
りん

        くん

3月15日生まれ・本町
正
まさき

輝パパ　陽
ようこ

子ママ

西
に し お

尾　朋
と も や

也くん

3月24日生まれ・窪
正
まさゆき

行パパ　しのぶママ

向
む こ や ち

谷内　心
こ こ な

菜 ちゃん

3月26日生まれ・諏訪野

渋
し ぶ や

谷　梓
あ ず さ

紗ちゃん

3月12日生まれ・宮田
純
じゅんいちろう

一郎パパ　美
み ほ

帆ママ

キラキラ  キラキラキッズサロン  ☎72-5674
すくすく  すくすくサロン  ☎91-1277
たんぽぽ  たんぽぽサロン  ☎91-1301

1 月 ●いきいき教室　午前9時３０分～11時30分 健康課

2 火 ●子育てなんでも相談　受付  午後1時３０分～3時 
健康課

　（場所：地域子育てセンター）

3 水
4 木 ●いきいき教室　午前9時３０分～11時30分 健康課
5 金 ●ベビービクス　午後2時～ マヤ  ※要予約
6 土
7 日

8 月 ●いきいき教室　午前9時３０分～11時30分 
健康課

●命のチャイルドシート講座　午前10時30分～ 子育て

9 火

10 水 ●おはなしの部屋「レンジとお友だち　おやつタイム」 
はやかわ

　午前10時～

11 木

●いきいき教室　午前9時３０分～11時30分 健康課
●桃さんくらぶ「いっしょにあそぼ！も・も・さん」 マヤ 　
　午前10時～
◎3歳児健診（平成21年9月8日～10月1日生まれ） 健康課
　受付  午後1時～1時20分
　持ち物  母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、コップ
　※事前に家で視力検査・聴力検査をしてきてください
　　希望者に歯のフッ素塗布（800円）を行います

12 金
◎3～ 4 か月児健診（平成24年11月26日～12月22日生まれ） 健康課 
　受付　午後1時～1時20分
　持ち物   母子健康手帳、問診票、バスタオル

13 土 �
14 日

15 月
●いきいき教室　午前9時３０分～11時30分 健康課
●親子ビクス　午後2時～ マヤ  ※要予約
●ハッピーイングリッシュ　午後3時～ 子育て

16 火 ●ポーセラーツ（託児付）　午前10時～ たんぽぽ※要予約

17 水
●あそぼうよ！「紙で祝う　子どもの日」　午前10時～ はやかわ
●こころと食事の講座　午前10時30分～ 子育て
●リフレッシュヨガ（託児付）　午後3時～ 子育て

18 木 ●いきいき教室　午前9時３０分～11時30分 健康課
19 金
20 土
21 日

22 月

●こいのぼりを作ろう　午前9時～ すくすく
●ふれあい遊び　午前9時～ キラキラ
●いきいき教室　午前9時３０分～11時30分 健康課
●ハッピーイングリッシュ　午前10時30分～ 子育て
●ベビービクス　午後2時～ マヤ  ※要予約

23 火 ●こころと家族の講座　午後3時～ 子育て
24 水 ●にんぎょうげき　午前10時30分～ 子育て

25 木

●いきいき教室　午前9時３０分～11時30分 健康課
●赤さんくらぶ「いっしょにあそぼ！あ・か・さん」 マヤ
　午前10時～
●4月生まれの子と親の誕生会　午前10時～ たんぽぽ
◎1歳 6か月児健診（平成23年9月22日～10月25日生まれ） 健康課 
　受付　午後1時～1時20分
　持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
　※希望者に歯のフッ素塗布（800円）を行います

26 金
27 土
28 日
29 月
30 火

健康・子育てカレンダー 月4
◎健診　☆予防接種　●その他

健康課  健康課  ☎74-8062
子育て  地域子育てセンター  ☎74-8453
マヤ   マヤ子育て支援センター  ☎74-7550
はやかわ  親と子のともだちサロンはやかわ  ☎76-2613

1 歳になりました1 歳になりました
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ひ
と
つ
に
中
世
墓
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
中

世
墓
と
は
、中
世
︵
平
安
時
代
末
～
室
町
時
代
︶

に
作
ら
れ
た
お
墓
の
こ
と
で
す
。

中
世
に
は
有
力
武
士
、
領
主
、
僧
侶
な

ど
有
力
者
層
に
火
葬
が
普
及
し
、
集
団
墓

地
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

氷
見
で
は
、
現
在
二
十
か
所
を
越
す
中

世
墓
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
埋
葬
方
法

が
わ
か
っ
て
い
る
も
の
で
は
火
葬
墓
が
多

く
、
若
干
で
す
が
土
葬
墓
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

発
掘
調
査
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
脇
方

谷
内
出
中
世
墓
、
薮
田
薬
師
中
世
墓
、
脇

方
横
穴
群
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
脇
方
谷
内
出
中
世
墓
と
薮
田

薬
師
中
世
墓
は
、
供
養
塔
と
し
て
石
造
物

が
造
立
さ
れ
た
後
、
あ
る
時
点
で
墓
地
と

し
て
の
機
能
に
転
換
し
、
火
葬
骨
が
埋
葬

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
脇
方
谷
内
出

中
世
墓
は
鎌
倉
時
代
末
か
ら
室
町
時
代

前
半
に
供
養
塔
が
造
立
さ
れ
、
最
終
的
に

十
五
世
紀
前
半
に
墓
域
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
薮
田
薬
師
中
世
墓
は
古
代
の
横
穴

墓
を
再
利
用
し
て
室
町
時
代
に
造
営
さ
れ

ま
し
た
。
中
央
に
供
養
塔
と
し
て
五
輪
塔

が
あ
り
、
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
順
次
墓
標

が
造
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

薮田薬師中世墓出土の宝
ほうきょういんとう
篋印塔（左３点）と五

ごりんとう
輪塔（右２点）。

薮田石製の石造物で、墓標として用いられたものです（氷
見市立博物館常設展示室）。

氷
見
の
中ち

ゅ
う
せ
い世
墓ぼ

地元のロサンゼルス空港

能越自動車道の工事現場で発見された宇波ヨシノヤ中世墓
群。川原石を四角く敷き詰めてあり、その下に埋葬施設の
存在が予想されます。周辺には五輪塔が散乱していました。

以
上
の
四
例
は
や
や
特
殊
な
例
で
、
一
般

的
な
中
世
墓
で
は
火
葬
骨
を
珠
洲
焼
な
ど
の

壺
に
納
め
て
埋
葬
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
市
内
で
は
荒
館
ソ
モ
ギ
遺
跡
や
西
朴
木

ド
ウ
ガ
ヤ
チ
遺
跡
で
火
葬
骨
を
納
め
た
珠
洲

焼
や
瀬
戸
焼
の
壺
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
末
、
能
越
自
動
車
道
灘
浦
Ｉ

Ｃ
北
側
の
工
事
現
場
で
、
中
世
墓
と
見
ら
れ

る
遺
構
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
実
施

す
る
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
氷
見
の
中
世
史

に
新
た
な
発
見
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼�

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

�

☎
74
︱
８
２
１
５

脇
方
横
穴
群
で
は
、
古
墳
時
代
の
横
穴

墓
へ
の
埋
葬
後
、
十
四
世
紀
前
半
頃
に
六

体
の
遺
体
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
投
げ
込
む
よ

う
に
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
遺
体
に
土

を
か
ぶ
せ
た
跡
は
な
く
、
風
葬
、
あ
る
い

は
遺
棄
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
土
葬
墓
の
例
と
し
て
工
事
中
に

発
見
さ
れ
た
長
坂
ソ
ウ
ト
遺
跡
が
あ
り
ま

す
。
地
表
面
下
四
十
～
五
十
㎝
か
ら
逆
さ

に
伏
せ
た
珠
洲
焼
の
大お
お
が
め甕

二
個
体
が
見
つ

か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
土
葬
の
遺
体
が
納
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
珠
洲
焼
の
年
代
か
ら

十
三
世
紀
～
十
四
世
紀
後
半
の
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

The Golden GrrRumble!
ザ・ゴールデン  グランブル

国際交流員　前田・クリスティーン・梨菜の
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図書館へ行こう
http://library.city.himi.toyama.jp/

番
組
チ
ェ
ッ
ク

広告

放送開始時間 3月31日㈰～
4月6日㈯ 7日㈰～13日㈯ 14日㈰～20日㈯ 21日㈰～27日㈯ 28日㈰～

5月4日㈯  
①午前7時　②正午	 ③午後3時

④午後6時　⑤午後9時	 ⑥午後11時
週刊ニュースひみ

1週間の氷見のニュースをまとめてお伝えします。（毎週更新）

①午前6時45分　②午前9時

③午後２時　④午後5時45分
氷見市からのお知らせ

最新の市政情報やイベント情報など暮らしに役立つ情報をお伝えします。

①午前8時　②午後1時

③午後4時　④午後8時

ひみぶりっこ
てれび

保育園の楽しい雰囲
気や簡単なおもちゃ
の作り方などをお伝
えします。

市民健康大学
「がんを防ぐ生活習慣とは」

いきいき元気館で行
われた嶋尾内科医院
院長嶋尾正人先生の
講義の様子を紹介し
ます。

論田・熊無の
藤箕

国の重要無形民俗文
化財に指定された論
田・熊無の藤箕製作
技術を紹介します。

氷見から発信
日本文化

市民会館で行われた
氷見市伝統文化少年
団の成果発表会を紹
介します。

ひみぶりっこ
てれび

保育園の楽しい雰囲
気や簡単なおもちゃ
の作り方などをお伝
えします。

①午前8時30分　②午後1時30分

③午後4時30分　④午後8時30分

魚のさばき方
教室

氷見で獲れた魚を調
理してみませんか。
魚のさばき方教室を
紹介します。

小・中併設校紹介
（朝日丘小・南部中学校）

４月から新しい学校生
活が始まった小中併
設校を紹介します。

まるまげ祭り
色鮮やかな着物を身
にまとってまちなかを
練り歩く様子を紹介し
ます。

【開 館 時 間】 火曜日～金曜日　　午前9時30分～午後6時
 土・日曜日、祝日　午前10時～午後5時

【今月の休館日】 毎週月曜日
【貸 し 出 し】 図書10冊以内2週間まで、雑誌10冊以内1週間

 まで、CD・DVDなど5点以内1週間まで

●
よ
く
わ
か
る
０
～
5
歳
児
の
絵
本
読
み
聞
か
せ

�

徳
永
満
理
／
著　

チ
ャ
イ
ル
ド
本
社

●
子
ど
も
の
ね
こ
背
は
治
る
！

�

須
田
隆
吉
／
著　

青
春
出
版
社

●
小
笠
原
先
生
、
ひ
と
り
で
家
で
死
ね
ま
す
か
？

�

上
野
千
鶴
子
、
小
笠
原
文
雄
／
著　

朝
日
新
聞
出
版

︻
日
時
︼　

４
月
27
日
㈯　

午
後
3
時
～

︻
場
所
︼　

児
童
読
書
室

◎雑誌のスポンサー募集！

　図書館で受入し
ている雑誌どれで

も1年分

の購入代金をご負
担していただくと、

その雑

誌にスポンサーの
名称などを印刷し

たラベ

ルを貼付します。
雑誌は貸し出しし

ますで、

館外でも目にする
ことになります。詳

しくは

お問い合わせくだ
さい。

　Topics

図
解
よ
く
わ
か
る
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
発
電
の
し
く
み

白
鳥
敬
／
著　

日
本
実
業
出
版
社

注
目
を
集
め
る
、
太
陽
光
・
風
力
・

地
熱
・
小
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

の
発
電
の
し
く
み
を
や
さ
し
く
図

解
。
新
資
源
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
や
電

力
買
取
制
度
な
ど
も
解
説
。

足
に
つ
い
て
の
本
当
の
知
識

水
口
慶
高
／
著　

実
業
之
日
本
社

人
間
の
動
作
の
基
点
を
作
っ
て
い
る

﹁
足
﹂。
体
の
動
き
と
足
の
構
造
の
関
係

性
を
知
り
足
の
環
境
を
改
善
す
れ
ば
、

外
反
母
趾
や
腰
痛
な
ど
の
体
の
痛
み

や
悩
み
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
高
生
の
お
弁
当

主
婦
の
友
社
／
編　

主
婦
の
友
社

食
べ
る
人
と
作
る
人
の
こ
と
を
考
え

た
一
冊
。
曜
日
ご
と
に
、
作
り
手
の
状

況
を
考
え
て
レ
シ
ピ
を
配
分
。
時
短

の
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ご
紹
介
。
材

料
別
で
一
段
と
レ
シ
ピ
選
び
が
簡
単
。

ケーブルテレビ　ひみチャン9
ナイン

（氷見市広報番組）　9ch ／ 091ch 

﹁
い
ず
み
の
会
﹂の
紙
芝
居
・

本
の
読
み
聞
か
せ
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セ
リ
科
の
植
物「
ハ
マ
ボ
ウ
フ

ウ
」
の
特
産
化
に
向
け
て
、ハ
マ

ボ
ウ
フ
ウ
活
用
研
修
会
が
２
月
26

日
、市
内
の
料
理
店
で
開
か
れ
、試

食
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
氷
見
高
校
農
業

科
学
科
の
生
徒
や
県
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
の
職
員
な
ど
約
20
人
が
参

加
。昨
年
８
月
、苗
を
植
え
て
栽
培

実
験
を
開
始
し
、今
年
１
月
に
収

穫
し
た
経
過
を
説
明
し
ま
し
た
。

試
食
会
で
は
、市
内
の
飲
食
店

が
試
作
し
た
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
や
ブ

リ
の
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
ハ

マ
ボ
ウ
フ
ウ
料
理
を
味
わ
い
、活

用
法
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
料
理
に
合
い
ま
す

ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
活
用
研
修
会

姿
勢
を
良
く
し
て
歩
こ
う

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験

新
メ
ニ
ュ
ー
の
お
味
は
い
か
が

氷
見
グ
ル
メ
試
食
会

氷
見
グ
ル
メ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

で
グ
ラ
ン
プ
リ
と
準
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
無
料
試

食
会
が
２
月
23
日
、ひ
み
番
屋
街

で
行
わ
れ
、大
勢
の
人
が
新
グ
ル

メ
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

提
供
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
、ブ
リ

の
あ
ら
で
ス
ー
プ
を
作
り
、小
魚

と
う
ど
ん
の
特
徴
を
生
か
し
た
洋

風
鍋
パ
ス
タ「
氷
見
ブ
リ
ヤ
ベ
ー

ス
」と
、す
り
身
や
海
藻
の
ナ
ガ
ラ

モ
、野
菜
を
ミ
ン
チ
に
し
た
カ
ツ

「
と
と
カ
ツ
」。用
意
さ
れ
た
１
０
０

人
分
は
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な

り
、氷
見
の
新
グ
ル
メ
と
し
て
十

分
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

「
藻
場
の
活
用
と
保
全
セ
ミ

ナ
ー
」が
２
月
20
日
、商
工
会
議
所

で
開
か
れ
、氷
見
朝
食
研
究
会
や

氷
見
高
校
海
洋
学
科
２
年
生
ら
約

40
人
が
藻
場
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

県
農
林
水
産
総
合
技
術
セ
ン

タ
ー
の
松
村
航
主
任
研
究
員
が
講

演
。藻
場
に
海
水
の
浄
化
作
用
や

小
魚
を
育
て
る
機
能
が
あ
る
と
紹

介
。富
山
湾
の
藻
場
の
約
６
割
が

氷
見
に
あ
り
、県
内
一
の
藻
場
の

宝
庫
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、海
の
恵
み
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
藻
場
の
保
全
や
育

成
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

高
岡
市

�

林　

久
子 
さ
ん

「
ブ
リ
は
和
風
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
が
、
ブ

リ
ヤ
ベ
ー
ス
は
洋
風
の
味
付
け
で
若

者
に
も
食
べ
や
す
く
お
い
し
い
で
す
」

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
体

験
会
が
２
月
28
日
、ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、約

90
人
の
参
加
者
が
気
持
ち
の
良
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。

講
師
は
、日
本
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
協
会
理
事
の
澤
田
基
夫

さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。
普
通
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
違
い
、「
姿
勢
が

よ
く
な
る
」、「
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果

が
あ
る
」、「
楽
に
ス
ト
レ
ッ
チ
運

動
が
で
き
る
」の
３
つ
の
効
果
が

期
待
で
き
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、ポ
ー
ル
を
使
っ
て

正
し
い
姿
勢
を
保
ち
な
が
ら
、バ

ラ
ン
ス
よ
く
歩
い
て
い
ま
し
た
。

参
加
者

�

両
国　

明
美 

さ
ん

「
姿
勢
を
良
く
し
て
歩

く
こ
と
が
健
康
に
大

切
な
こ
と
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。い

ろ
ん
な
運
動
を
継
続
し
た
い
で
す
」

氷
見
高
３
年

�

村
井　

政
貴 

く
ん

「
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
は
、

い
ろ
ん
な
料
理
に
合

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。特
産
品

と
し
て
普
及
し
て
ほ
し
い
で
す
」

藻
場
を
守
ろ
う

活
用
・
保
全
セ
ミ
ナ
ー

迫
力
あ
る
プ
レ
ー
に
熱
狂

Ｖ
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
男
子
大
会

Ｖ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
氷
見
大
会
が
２
月
16

日
、
17
日
の
両
日
、
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、豊

田
合
成
ト
レ
フ
ェ
ル
サ
や
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー
ズ
な
ど
４
チ
ー

ム
が
参
加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

豊
田
合
成
は
、元
監
督
が
氷
見

市
出
身
だ
っ
た
縁
で
氷
見
市
を
サ

ブ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に
し
て
お
り
、試

合
に
は
、市
民
な
ど
約
１
２
０
０
人

が
会
場
に
詰
め
か
け
ま
し
た
。

市
民
ら
は
、一
流
選
手
の
迫
力

あ
る
プ
レ
ー
に
、大
き
な
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

来
場
者

�

吉
川　

正
峻 

く
ん

「
一
流
選
手
の
ブ
ロ
ッ

ク
カ
バ
ー
と
得
点
ご

と
に
全
員
で
喜
ぶ
と
こ
ろ
を
見
習
っ

て
、上
手
に
な
り
た
い
で
す
」

氷
見
高
２
年

�

廣
野　

雅
治 

く
ん

�

大
森　

勇
紀 

く
ん

�

カ
イ
ヌ
イ
・
ラ
ル
ポ
ー
ト 

く
ん

「
魚
に
と
っ
て
藻
場
が
と

て
も
大
切
な
場
所
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。藻
場
を
守
り
た
い
で
す
」

Himi City Topics
話題
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伝
統
文
化
少
年
団
の
成
果
発
表

会
が
３
月
３
日
、市
民
会
館
で
行

わ
れ
、子
ど
も
た
ち
が
ス
テ
ー
ジ

や
ロ
ビ
ー
で
氷
見
の
魅
力
を
表
現

し
ま
し
た
。

市
の
観
光
親
善
大
使
の
冨
田
伸

明
さ
ん
が
演
出
。日
本
舞
踊
、箏
、

民
謡
、氷
見
有
磯
太
鼓
、氷
見
網
起

こ
し
木
遣
り
な
ど
を
学
ぶ
子
ど
も

た
ち
が
真
剣
な
表
情
で
ス
テ
ー
ジ

に
立
ち
、練
習
の
成
果
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。

ロ
ビ
ー
で
は
、子
ど
も
お
茶
教
室

が
行
わ
れ
、子
ど
も
た
ち
が
愛
く

る
し
い
表
情
を
し
な
が
ら
お
茶
で

来
場
者
を
も
て
な
し
て
い
ま
し
た
。

氷
見
か
ら
発
信　

日
本
文
化

伝
統
文
化
少
年
団
発
表
会

市
の
観
光
資
源
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
城
端
・
氷
見
線
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列

車
氷
見
車
両
の
出
発
式
が
３
月
16

日
、氷
見
駅
で
行
わ
れ
、関
係
者
が

地
域
活
性
化
や
両
線
の
利
用
増
加

に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

氷
見
車
両
は
、
富
山
湾
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ブ
ル
ー
を
基
調
と
し

た
車
体
に
海
越
し
の
立
山
連
峰
や

獅
子
舞
、氷
見
温
泉
郷
、ひ
み
番
屋

街
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

藤
子
不
二
雄
Ⓐ
さ
ん
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ひ
み
ぼ
う

ず
く
ん
も
描
か
れ
て
お
り
、氷
見

の
魅
力
満
載
の
車
両
に
乗
客
は
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

ひ
み
ぼ
う
ず
く
ん
出
発
進
行

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
出
発
式

Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
負
け
な
い
熱
戦

室
内
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
18
回
氷
見
市
室
内
テ
ィ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
３
月
９
日
、ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

将
来
の
プ
ロ
野
球
選
手
を
夢
見
る
小

学
生
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
は
、
高
さ
約
１

メ
ー
ト
ル
の
テ
ィ
ー
に
ゴ
ム
製
の

ボ
ー
ル
を
置
き
、
打
者
が
打
っ
て

チ
ー
ム
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

大
会
に
は
、３
年
生
以
下
の
10

チ
ー
ム
と
１
・
２
年
生
の
11
チ
ー
ム

が
出
場
。選
手
が
鋭
く
バ
ッ
ト
を

振
り
抜
い
て
ヒ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ラ

ン
を
放
つ
と
、チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
保

護
者
が
歓
声
を
上
げ
て
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

湖
南
小
３
年

�

西
田　

琉
生 

く
ん

「
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
４

本
打
て
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。一
生
懸
命
練
習
し
た

の
で
、優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」

来
場
者

�

川
淵　

奏そ
う

和わ 

く
ん

�

貴
代 

ち
ゃ
ん

「
か
わ
い
い
ひ
み
ぼ
う

ず
く
ん
列
車
に
乗
っ

て
お
出
か
け
し
た
い
で
す
」

 

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

�

冨
田　

伸
明 
さ
ん

「
氷
見
の
伝
統
文
化

は
す
ば
ら
し
い
で

す
。こ
の
す
ば
ら
し
さ
を
次
世
代
に

も
継
承
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

氷
見
高
校
の
卒
業
式
が
３
月

１
日
行
わ
れ
、有
磯
高
校
と
統
合

し
て
誕
生
し
た
１
期
生
５
学
科

２
７
０
人
が
希
望
を
胸
に
３
年
間

学
ん
だ
母
校
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

坪
池
宏
校
長
が「
報
恩
と
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、一
層
精
進
し

て
ほ
し
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。卒
業
生
を
代
表
し
て
生
活
福

祉
科
の
開
上
滉
己
君
が「
自
分
の
目

指
す
将
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

き
た
い
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
校
歌
と
蛍
の
光
を
斉
唱

す
る
場
面
で
は
、感
極
ま
っ
て
涙
ぐ

む
卒
業
生
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

特
別
展「
懐
か
し
の
学
び
舎　

む

か
し
の
教
科
書
」が
３
月
１
日
か
ら

24
日
ま
で
博
物
館
特
別
展
示
室
で

開
か
れ
、市
内
で
実
際
に
使
わ
れ
て

い
た
教
科
書
や
卒
業
写
真
な
ど
が

来
場
者
の
目
を
引
き
付
け
ま
し
た
。

江
戸
末
期
か
ら
昭
和
40
年
代
の

教
育
の
変
遷
を
紹
介
す
る
た
め
、

実
物
の
教
科
書
や
当
時
の
学
校
の

写
真
の
ほ
か
、教
室
内
で
用
い
ら

れ
た
掛
け
図
や
地
球
儀
な
ど
の
教

材
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

昔
の
教
室
の
再
現
コ
ー
ナ
ー
で

は
、来
場
者
が
昔
の
机
に
座
り
な

が
ら
懐
か
し
そ
う
に
メ
ッ
キ
の
食

器
や
教
科
書
を
触
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
が
懐
か
し
い

博
物
館
特
別
展

新
た
な
飛
躍
を
誓
っ
て

氷
見
高
卒
業
式

見
学
者

�

二
本　

和
子 

さ
ん

「
子
ど
も
の
頃
の
教

科
書
が
あ
っ
て
懐
か

し
か
っ
た
で
す
。母
親
に
も
見
せ
て

や
り
た
か
っ
た
で
す
」

卒
業
生�

吉
川  

龍
樹 

く
ん

「
３
年
間
勉
強
や
部
活
を

が
ん
ば
り
ま
し
た
。
支

え
て
く
れ
た
人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

卒
業
生�

東
海  

沙
希 

さ
ん

「
高
校
生
活
は
大
変
な
こ

と
も
あ
っ
た
け
ど
、楽
し

か
っ
た
で
す
。夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
」
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■
広
報
ひ
み
の
感
想

　
　

  

田
・
熊
無
の
藤
箕
製
作
技
術

　
　

  

が
国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス

は
、山
あ
い
の
集
落
の
人
た
ち
や
氷

見
市
民
に
も
明
る
い
希
望
の
光
を
あ

た
え
て
く
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
に

ど
れ
ほ
ど
の
苦
労
が
あ
っ
た
か
と
思

う
と
頭
が
下
が
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。「
手
作
り
の
良
さ
」は
ど
の
時

代
に
な
ろ
う
と
も
ビ
ク
と
も
し
な
い

も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
技
術
を
受
け
継
い

で
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

�

（
Ｓ
／
Ａ
）

　
　

  

月
初
め
て
図
書
館
の
利
用
者

　
　

  

カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。
受

付
の
方
が
親
切
で
、と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
こ
の
日
は
、
案
外
混

み
合
っ
て
い
て
、時
間
が
な
く
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
蔵
書
に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
。
図
書
館
で
は
、
多
く
の
市
民
が

熱
心
に
読
書
を
し
て
い
ま
し
た
。や

は
り
一
行
一
行
ア
ナ
ロ
グ
に
読
む
本

が
身
に
な
り
、そ
し
て
心
に
響
い
て

き
ま
す
。�

（
Ｔ
／
Ｋ
）

　
　

  

年
も
春
中
ハ
ン
ド
の
季
節
が

　
　

  

や
っ
て
き
ま
し
た
。毎
年
、全

国
の
中
学
生
の
全
力
プ
レ
ー
を
見

る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。笑
顔
あ
り

涙
あ
り
、数
々
の
ド
ラ
マ
が
あ
る
で

し
ょ
う
。で
も
人
生
は
一
度
だ
け
、練

習
の
成
果
を
出
し
、悔
い
の
な
い
プ

レ
ー
を
し
て
下
さ
い
。地
元
か
ら
も

４
校
が
出
場
し
ま
す
が
、優
勝
し
て

氷
見
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。私

も
応
援
に
行
き
ま
す
。今
年
も
熱
い

戦
い
を
期
待
し
ま
す
。�

（
匿
名
）

　
　

  

街
地
周
遊
バ
ス
が
昨
年
か
ら

　
　

  

走
っ
て
い
ま
す
。藤
子
不
二
雄

Ⓐ
さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
怪
物
く
ん

が
デ
ザ
イ
ン
し
て
あ
り
、子
ど
も
た

ち
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。そ
の
バ
ス

の
運
行
経
路
が
延
伸
す
る
と
聞
き
ま

し
た
。子
ど
も
と
乗
る
機
会
や
見
る

機
会
が
増
え
て
、と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。も
っ
と
も
っ
と
藤
子
さ
ん
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
、子
ど
も
た
ち
に
夢

を
与
え
て
く
だ
さ
い
。�

（
匿
名
）

　
　

  

あ
っ
て
関
西
か
ら
富
山
に
来

　
　

  

て
20
数
年
。90
歳
を
超
え
た
母

と
二
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。私

も
64
歳
、氷
見
の
福
祉
が
充
実
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。母
が
い
ろ
い

ろ
不
都
合
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て

い
た
と
き
に
、ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
職
員

や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
助
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
母

も
私
も
元
気
に
な
り
ま
し
た
。氷
見

に
は
高
齢
者
が
多
く
い
ま
す
。私
も

市
の
た
め
に
何
か
お
役
に
た
ち
た
い

と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

�

（
Ｋ
／
Ｓ
）

　
　

  

近
、体
罰
の
問
題
が
テ
レ
ビ
や

　
　

  

新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。教
育
現
場
で
は
、

生
徒
に
触
れ
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
る
と
聞
き
ま
す
。本
当
の
問
題
は
、

家
庭
で
の
教
育
の
低
下
だ
と
思
い
ま

す
。家
庭
で
最
低
限
の
社
会
の
ル
ー

ル
を
教
え
る
こ
と
で
、体
罰
は
無
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
は
宝
、

私
た
ち
親
も
体
罰
を
監
視
す
る
の
で

は
な
く
、家
庭
で
し
つ
け
を
し
っ
か

り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
ね
。

�

（
匿
名
）

　
　

  

越
ケ
ー
ブ
ル
の
９
チ
ャ
ン
ネ

　
　

  

ル
が
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
に
な
る

ん
で
す
ね
。と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

が
ん
ば
っ
て
い
る
市
民
や
子
ど
も
た

ち
の
表
情
、美
し
い
氷
見
の
自
然
、お

い
し
い
氷
見
の
料
理
な
ど
の
鮮
明
な

映
像
が
楽
し
み
で
す
。こ
れ
か
ら
も

地
域
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
よ
う
な

放
送
を
期
待
し
て
い
ま
す
。�

（
匿
名
）

【
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

「
氷
見
ロ
ー
ル（
さ
く
ら
）」

　

お
便
り
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
人

の
中
か
ら
抽
選
で
１
人
に「
氷
見
ロ
ー

ル（
さ
く
ら
）」を
さ
し
あ
げ
ま
す
。（
店

頭
で
の
引
き
渡
し
に
な
り
ま
す
。当
選
者
に

は「
プ
レ
ゼ
ン
ト
引
換
券
」を
送
り
ま
す
。）

提
供 

松
木
菓
子
舗

協
力 （
社
）氷
見
市
観
光
協
会

読者の広場
【お便りお待ちしています】　「広報ひみ」を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、氷見市への思い、あなたの周りであった身近な出来事や
話題など、自由に書いて送ってください。次の項目もお書き添えくださ
い。（①氏名②年齢③性別④ペンネームまたはイニシャル⑤住所⑥電話
番号）応募締め切りは4月8日㈪必着です。　応募・問い合わせ　〒935-
8686（住所記載不要）　氷見市企画政策課市民の声・広報担当　
☎74-8012　Eメールshiminnokoe@city.himi.lg.jp

「広報ひみ」読者の投稿による
読者参加コーナー

★
お
便
り
・
作
品
募
集
★

●
読
者
の
広
場

●
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
シ
ュ
リ
ケ
ン
は
ど
こ
に
？ 

　

忍
者
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
の
シ
ュ
リ
ケ
ン

が
、ど
こ
か
の
ペ
ー
ジ
に
隠
れ
て
い
ま
す
。

①
掲
載
ペ
ー
ジ
②
広
報
ひ
み
の
感
想
③

住
所
④
氏
名
を
明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。（
３
月
号
の
正
解
は
６
ペ
ー
ジ『
春
の
全
国

中
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　

開
催
！
』）

締
切　

４
月
８
日
㈪

問
い
合
わ
せ

〒
９
３
５
ー
８
６
８
６（
住
所
記
載
不
要
）

企
画
政
策
課
市
民
の
声
・
広
報
担
当

☎
74
ー
８
０
１
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
74
ー
４
０
０
４

Ｅ
メ
ー
ル

shim
innokoe@

city.him
i.lg.jp

論先

今市縁

最能
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「夢スケッチ」に登場していただける人を募集します！自薦他薦は問いません。　問い合わせ　企画政策課　市民の声・広報担当　☎74－8012

喜
ぶ
人
の
姿
を
見
た
い

「
私
た
ち
の
歌
で
喜
ん
で
い
る
人
の

姿
を
見
る
と
生
き
が
い
を
感
じ
ま
す
」

と
飯
久
保
在
住
の
山
下
栄
憲
さ
ん
は
、

う
れ
し
そ
う
な
表
情
で
話
す
。

栄
憲
さ
ん
は
、今
年
１
月
に
歌
と
踊

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
風
見
座
」を

設
立
。自
分
が
作
曲
し
た「
氷
見
慕
情
」

な
ど
の
ご
当
地
ソ
ン
グ
や
懐
か
し
の
歌

謡
曲
を
地
区
公
民
館
や
福
祉
施
設
な
ど

で
歌
っ
て
い
る
。

趣
味
で
覚
え
た
芸
事
を
生
か
し
て
、

自
分
も
楽
し
み
な
が
ら
人
々
に
喜
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
風
見
座
の
活
動
目
標
。

栄
憲
さ
ん
た
ち
が
訪
れ
る
場
所
は
、

人
々
の
笑
顔
が
い
つ
も
絶
え
な
い
。歌

で
つ
な
が
る
心
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
る
か

ら
な
の
だ
ろ
う
。

「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
和
気
あ
い
あ
い

と
交
流
を
図
り
、一
緒
に
笑
っ
た
り
泣
い

た
り
し
た
い
」。栄
憲
さ
ん
は
、こ
れ
か

ら
も
み
ん
な
に
幸
せ
を
運
ぶ
た
め
歌
い

続
け
る
。

歌
で
つ
な
が
る
心
の
ふ
れ
あ
い

風見座のメンバーとステージに立つ
栄憲さん

山
下
　
栄
憲  

さ
ん
　
飯
久
保
在
住
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編

集

後

記

　

先
月
、
春
中
ハ
ン
ド
が
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
全
力

プ
レ
ー
を
す
る
選
手
の
顔
が
ま

ぶ
し
い
ほ
ど
輝
い
て
見
え
ま
し

た
。
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
す
る
姿

が
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
る
か
ら

で
し
ょ
う
。
い
よ
い
よ
４
月
、
新

し
い
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
職

場
や
学
校
の
環
境
が
変
わ
る
人

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
春
中
ハ

ン
ド
の
選
手
の
よ
う
に
夢
や
目

標
を
忘
れ
ず
に
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
て
下
さ
い
。
輝
い
て
見
え

る
あ
な
た
を
﹁
広
報
ひ
み
﹂
は

応
援
し
て
い
き
ま
す
。�

🅣

　

今
月
号
の
広
報
か
ら
少
し
カ

ラ
ー
の
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
、
レ

イ
ア
ウ
ト
を
一
部
変
更
し
ま
し

た
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
少

し
で
も
わ
か
り
や
す
く
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
人
に
読
ん
で
も

ら
え
る
広
報
を
目
指
し
て
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

広
報
担
当
に
な
っ
て
早
一
年
。

今
年
度
も
氷
見
の
魅
力
や
た
く

さ
ん
の
笑
顔
を
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
や
ご
感
想
を
ぜ
ひ

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。�

🅨

背中の濃紺と腹部の銀色のちょうど境い目に７、8個の黒い
斑点が浮かび上がる。「七つ星」の異名を持つマイワシは古く
から氷見を代表する魚の一つだ。かつてあり余るイワシは干

ほし

加
か

や〆
しめかす

粕といった肥料に用いられたり、上庄川左岸の「三生舎」
という缶詰工場で軍用缶詰として量産されたりもした。干

ひ

鰯
いわし

、
米
こ ん か

糠漬
づけ

、煮干し、桜干しなど、氷見人の知恵と努力がイワシに
磨きをかけ、さまざまな加工品となって氷見の名を世に広めた。
かの広辞苑にも「氷見鰯」富山県氷見沿岸および近海から産出
する鰯、とある（第五版）。近年は全国的に漁獲量が落ち、大衆
魚から高級魚になりつつあったマイワシだが、今年は氷見近辺
で大漁が続いたことから市内鮮魚店などでも見かけることが多
く、価格も安定している。
体長10センチ程度のものは小

こ ば

羽、15センチ程度のは中
ちゅうば

羽、20
センチを越すものは大

お お ば

羽と、大きさによって呼び名が変わる。
煮干には脂分の少ない小羽が適し、中羽は一夜干しや焼物、大
羽はフライや刺身、寿司ネタなどにすると旨い。栄養面から見
ると動脈硬化予防に効果の期待できるＥＰＡ（エイコサペンタエ
ン酸）や脳細胞の発達を促すとされるＤＨＡ（ドコサヘキサエン酸）
が多く含まれる青魚のエース的存在だ。

さわやかな梅の香りと酸味

イワシの梅干煮
［材料］（4 人分）
・イワシ　400～ 500g
・塩　少々
・酢　1/2カップ
・ショウガ　1片
・梅干し　大12個
・山椒の葉	　適量
🅐しょう油		大さじ 8、酒		大さじ 8、砂糖		大さじ 4、
　水		大さじ 8	

［作り方］
❶イワシは頭と内臓を取り、塩水で洗う。
❷イワシがかぶる程鍋に水と酢を入れ、ひと煮立ち
させ、ゆで汁を捨てる。
❸ショウガを薄切りにし、🅐を入れて煮立て、少々
冷やす。

❹イワシを並べ、ほぐした梅干しをのせ、中火で汁
がなくなるまで煮る｡
❺	器に④を盛り、山椒の葉をのせてできあがり｡

■火災や救急指定病院の問い合わせ　☎74-9999� ■災害などの情報提供・問い合わせ　☎74-8021・☎74-8100（夜間）
■漏水連絡　☎74-8209・☎74-8100（夜間）� ■［ケーブルテレビ］災害時の道路情報　9ch・091ch�/�火災情報　11ch/092ch
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